
小
江
戸
に

く
る
ひ
と
、

住
ま
う
ひ
と
。

カワゴエ・プレミアム 4
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c o n t e n t s

2 特集 1

連載

クルマと私
──この場所が、お気に入り。

72 川越四方山話

27 スカラ座のcinema! cinema! cinema!

52 川越人  藤井美登利［川越むかし工房 代表］

73 いつものください！［池田屋本店］

48 僕と散歩と気ままなレシピ

26 art of kawagoe
「道のない街」　工藤芳聖

51 art of kawagoe
24／7　櫻井由理

68 newcomer
tenori　tobibako　WINE STAND PON !　pizzeria PINO

56 特集 3

川越の若旦那 大集合！

MG-TC　　AUSTIN HEALEY Sprite MK-Ⅲ

Rover Mini Mayfair　　CATERHAM SUPER SEVEN GT SPRINT

VW TYPE-3 SQB　　MGB　　Lotus Elan S4 type36

PORSCHE 914　　Morgan 3wheeler F2

28 特集 2

今こそ農業
安住梨奈　　武田浩太郎　　鳴河一成　　島田奈々子　　戸田大輔
中島毅　　奥富雅浩　　金子真人　　田崎愛知郎　　株式会社ときわ研究場　

74 川越 day & night
OIMO cafe　  Bar SCARECROW

vol.4　2016.6

※掲載内容はすべて2016年
6月現在の情報となります。

※料金はすべて一部をのぞき、
税込表記です。



※掲載内容は取材をもとに作成しています。

m e ,  m y s e l f  &  c a r

ク
ル
マ
と

私

│
│
こ
の
場
所
が
、お
気
に
入
り
。

kaw
agoe prem

ium

編
集
部
は
あ
る
と
き
気
づ
い
た
の
で
す
。

川
越
に
は
、
素
敵
な
ク
ラ
シ
ッ
ク
・
カ
ー
が

た
く
さ
ん
走
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
。

皆
さ
ん
も
見
か
け
た
こ
と
、
あ
り
ま
せ
ん
か
？

い
っ
た
い
ど
こ
の
誰
が
乗
っ
て
い
る
の
か
な
？

と
い
う
こ
と
で
、
今
回
は
川
越
×
ク
ル
マ
特
集
！

気
さ
く
な
オ
ー
ナ
ー
の
方
々
に
お
声
が
け
し
て
、

お
気
に
入
り
の
場
所
ま
で
連
れ
て
行
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

文=

櫻
井
理
恵　
　

写
真=

櫻
井
由
理　

山
口
真
里　

熊
谷
昭
典
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MG-TC
大堀山館跡

　

約
五
百
年
前
の
館
跡
が
残
さ
れ

て
い
る
大
堀
山
館
跡
。
未
舗
装
の

道
路
を
1
9
4
8
年
製
のM

G
-TC

が
走
っ
て
く
る
。
ガ
レ
ー
ジ
も
近

く
に
あ
り
、
自
然
に
囲
ま
れ
た
こ

の
場
所
が
オ
ー
ナ
ー
の
滝
島
孝
典

さ
ん
の
お
気
に
入
り
の
場
所
。

M
G
-TC

は
、「
運
転
す
る
と
い
う

よ
り
操
縦
す
る
と
い
う
感
覚
で
、

一
日
乗
る
と
と
て
も
疲
れ
る
け
れ

ど
最
高
に
楽
し
い
車
」
だ
。
あ
る

ラ
リ
ー
に
参
加
し
た
際
は
、
エ
キ

ゾ
ー
ス
ト
か
ら
排
気
漏
れ
を
起
こ

し
、
そ
の
修
理
で
痛
め
た
腰
を
か

ば
い
な
が
ら
も
完
走
。
滝
島
さ
ん

も
車
も
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
っ
て
し
ま

っ
た
が
、
そ
れ
も
い
い
思
い
出
に
。

約70年前の車であるにもかかわらず、現行車に
混じって普通に走っている。オーバーヒート対
策以外に特に手を加えたところもないが、大き
なトラブルもない。大会などでは120km/h順
行も可能だが、「空中分解しそう！」。近くのガ
レージにはFIAT509、JAGUAR MKⅤ、LOTUS7
のほか、バイクなども所有している。

木々の間に響く
1948年のエンジン音に陶酔！

m e ,  m y s e l f  &  c a r
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AUSTIN HEALEY Sprite MK-Ⅲ
田谷堰

m e ,  m y s e l f  &  c a r

川越の風景に溶け込む
クラシカルでかわいいスポーツカー

　

桜
で
有
名
な
新
河
岸
川
。
氷
川

神
社
の
裏
に
あ
る
田
谷
堰
は
、
1

9
2
5
年
頃
作
ら
れ
た
水
門
だ
。

新
緑
の
川
沿
い
の
道
を
走
っ
て
く

る
イ
ギ
リ
ス
の
ス
ポ
ー
ツ
カ
ー
、

オ
ー
ナ
ー
は
カ
フ
ェ
・
ル
ミ
エ
ー

ル
の
店
主
、
山
本
浩
さ
ん
。
こ
の

車
の
好
き
な
と
こ
ろ
は
？ 

と
伺

う
と
、「
全
部
好
き
で
す
！
」
と
の

こ
と
。
す
ご
く
欲
し
か
っ
た
車
な

の
で
、
一
生
大
事
に
乗
り
続
け
た

い
、
と
思
っ
て
い
る
そ
う
。
実
は

購
入
し
て
半
月
ほ
ど
で
事
故
に
遭

っ
て
し
ま
っ
た
が
、
約
一
年
間
の

修
理
を
経
て
、
完
全
に
修
復
。
現

在
で
は
ほ
ぼ
ト
ラ
ブ
ル
の
な
い
快

適
な
走
り
を
楽
し
ん
で
い
る
。

真夏の日中は暑くてたまらないけれど、それ
もクラシックカーのいいところ。車体のブリ
ティッシュ・グリーンがとてもクラシカルだ。
ボンネットを止めている皮のベルトは以前の
オーナーがつけたものだそう。軽快なエンジ
ン音を響かせながらやってくるスタイリッシ
ュなスポーツカーに、道行く人も目を向ける。
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Rover Mini Mayfair
アリスの牧場

m e ,  m y s e l f  &  c a r

　

こ
こ
は
軽
井
沢
？　

乗
馬
ク
ラ

ブ
「
ア
リ
ス
の
牧
場
」（
川
越
市

的
場
2
5
8
）
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン

に
ぴ
っ
た
り
の
ミ
ニ
は
1
9
9
7

年
式
。
細
い
道
の
多
い
川
越
の
町

な
か
を
軽
快
に
乗
り
こ
な
す
の
は
、

長
谷
川
モ
ー
タ
ー
ス
の
社
長
、
長

谷
川
透
さ
ん
。
ど
ん
な
場
所
に
も

馴
染
め
る
こ
の
車
が
大
の
お
気
に

入
り
。
57
年
前
か
ら
変
わ
ら
な
い

Ｏ
Ｈ
Ｖ
と
い
う
簡
素
な
エ
ン
ジ
ン

に
少
し
だ
け
手
を
加
え
、
走
り
は

軽
や
か
。
ハ
ン
ド
ル
は
ち
ょ
っ
と

重
い
！  

乗
り
心
地
悪
い
！  

だ
け

ど
最
高
に
楽
し
い
！  

都
内
ま
で

出
か
け
る
と
、
ス
マ
ホ
で
パ
パ
ラ

ッ
チ
さ
れ
る
こ
と
も
。

やっぱりかわいい・かっこいい！
「車に乗っている」楽しさを体感

落ち着いたカラーもコンパクトな車体も、
とにかくかわいくてかっこいい車。きれ
いにワックスがけをした車に乗り、雨の
水玉を眺めながらニール・セダカの「雨
に微笑を」を聞いていたいという長谷川
さん。現代の快適な車とは違って、
50kmの速度でも機械を操っているよう
な感覚がたまらない。
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CATERHAM SUPER SEVEN GT SPRINT
荒川河川敷

m e ,  m y s e l f  &  c a r

ドアがない！
最高にシンプルなスーパーカー

　

今
回
ス
ー
パ
ー
セ
ブ
ン
と
待
ち

合
わ
せ
し
た
の
は
、
荒
川
河
川
敷

に
あ
る
の
ど
か
で
小
さ
な
飛
行
場
、

ホ
ン
ダ
エ
ア
ポ
ー
ト
近
く
。
若
い

こ
ろ
か
ら
こ
こ
で
飛
行
機
を
眺
め

る
の
が
好
き
だ
っ
た
可
児
昌
彦
さ

ん
は
、
10
ヶ
月
前
に
飛
行
機
に
勝

る
と
も
劣
ら
な
い
車
を
手
に
入
れ

た
。
走
る
こ
と
以
外
は
考
え
ら
れ

て
い
な
い
シ
ン
プ
ル
な
構
造
だ
が
、

人
間
味
あ
ふ
れ
る
佇
ま
い
に
ず
っ

と
憧
れ
て
き
た
ス
ー
パ
ー
カ
ー
。

ま
る
で
地
面
に
座
っ
て
い
る
よ
う

な
低
い
位
置
か
ら
の
景
色
は
非
日

常
的
だ
が
、
走
行
感
は
プ
ロ
ペ
ラ

機
で
空
を
飛
ん
で
い
る
よ
う
な
感

覚
だ
そ
う
。

この車の購入でびっくりしたことが二つ。そ
の1「ドアがない！」。その2「長年愛読してい
る雑誌、『CAR GRAPHIC』のモニター車だっ
た！」。小学生のときに友人が持っていたミ
ニカーでスーパーセブンを知ったが、大人に
なるにつれていつの間にか一番気になる車に
なっていたそう。
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VW TYPE-3 SQB
一番街

m e ,  m y s e l f  &  c a r

独特なエンジン音を楽しむ
空冷ワーゲンの魅力

　

思
っ
た
以
上
に
蔵
造
り
の
町
並

み
に
し
っ
く
り
く
る
Ｖ
Ｗ
！  

薄

い
ブ
ル
ー
が
黒
漆
喰
の
蔵
造
り
に

映
え
る
。

　

オ
ー
ナ
ー
の
長
田
拓
さ
ん
は
こ

の
車
に
運
命
を
感
じ
て
い
る
。
以

前
の
オ
ー
ナ
ー
の
納
車
時
に
ひ
と

め
ぼ
れ
し
て
し
ま
い
、「
手
放
す
と

き
は
ぜ
ひ
私
に
！
」
と
い
う
こ
と

で
ず
っ
と
待
ち
続
け
て
つ
い
に
半

年
前
、
長
田
さ
ん
の
と
こ
ろ
に
や

っ
て
き
た
。
50
年
前
に
ド
イ
ツ
で

作
ら
れ
て
か
ら
ア
メ
リ
カ
へ
、
そ

し
て
太
平
洋
を
渡
り
日
本
に
く
る

ま
で
愛
さ
れ
続
け
た
こ
の
車
。
今

ま
で
の
オ
ー
ナ
ー
さ
ん
の
分
ま
で
、

大
事
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

1966年式。車体のカラーやオプションのサ
ンルーフ、三角窓も気に入っているが、何よ
りも好きなのは空冷エンジン独特の排気音。
1900cc以上に排気量は上がっている。ガソ
リンタンクの容量が少なく満タンにしても
200㎞走るかどうか。あまり距離が走れない
ということもあり、渋滞はちょっと苦手だ。
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m e ,  m y s e l f  &  c a r



m e ,  m y s e l f  &  c a r

MGB
問屋町

時を越えて親子で楽しむ
思い出のMGB

　

幼
い
頃
の
大
野
裕
太
さ
ん
の
記

憶
は
、
父
・
秀
之
さ
ん
の
運
転
す

る
Ｍ
Ｇ
Ｂ
の
匂
い
。
時
を
経
て
、

も
う
一
度
大
野
さ
ん
親
子
の
と
こ

ろ
に
や
っ
て
き
た
、
白
い
Ｍ
Ｇ
Ｂ
。

今
は
運
転
席
に
息
子
の
裕
太
さ
ん

が
座
る
。
お
父
さ
ん
の
乗
っ
て
い

た
Ｍ
Ｇ
Ｂ
は
残
念
な
が
ら
約
10
年

前
に
壊
れ
て
し
ま
っ
た
が
、
5
年

前
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
こ
の
車

を
発
見
！　

す
ぐ
に
お
父
さ
ん
と

ふ
た
り
で
群
馬
ま
で
駆
け
つ
け
、

即
購
入
し
た
。
大
野
さ
ん
親
子
が

気
に
入
っ
て
い
る
場
所
は
、
伊
佐

沼
近
く
の
問
屋
町
。
昔
の
Ｍ
Ｇ
Ｂ

で
も
よ
く
遊
び
に
き
て
い
た
思
い

出
の
場
所
だ
。

1972年式。5年前の購入時から、特にいじら
ずに乗り続けている。ステアリングは結構重
い。車体サイズが小さくて排気量も少ないの
で、街乗りには最適。ホロがしっかりしてい
なくて雨漏りしてしまうことが悩みだそう。
現行の車の白よりも、少し落ち着いて温かみ
のあるホワイトがすてき。

17 16



Lotus Elan S4 type36
日本家屋

m e ,  m y s e l f  &  c a r

遊園地にある乗り物のように
かわいいところがお気に入り

　

騒
が
し
い
通
り
か
ら
ほ
ん
の
少

し
入
っ
た
ら
、
ま
る
で
別
世
界
の

よ
う
。
表
千
家
小
林
宗
然
先
生
の

お
庭
か
ら
見
え
る
の
は
、
高
校
の

先
生
、北
郷
満
さ
ん
所
有
の
ロ
ー
タ

ス
エ
ラ
ン（
通
称
エ
ラ
ン
ち
ゃ
ん
）。

イ
ギ
リ
ス
で
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
カ
ー

登
録
証
が
あ
り
、
来
歴
な
ど
を
調

べ
て
み
る
と
、
北
郷
さ
ん
で
9
人

目
の
オ
ー
ナ
ー
だ
っ
た
そ
う
。
資

料
で
以
前
の
オ
ー
ナ
ー
の
情
報
が

わ
か
っ
た
た
め
、
エ
ラ
ン
ち
ゃ
ん

の
前
で
娘
さ
ん
と
一
緒
に
撮
っ
た

写
真
を
送
っ
た
と
こ
ろ
、
海
の
向

こ
う
か
ら
ご
本
人
と
恋
人
が
一
緒

に
写
っ
た
写
真
が
送
ら
れ
て
き
た

と
い
う
素
敵
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
。

一番のお気に入りはインパネ。木、ガラス、
クロームメッキは全て本物。プラスチックで
作られていないところがいい。また「ロータ
スはこれなのね！」というまったく癖のない
ハンドリングは今までになかった乗り味。ペ
ダルの間隔が狭いので、普通の靴だとブレー
キとクラッチを一緒に踏んでしまうことも。
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PORSCHE914
本丸御殿

m e ,  m y s e l f  &  c a r

VWとポルシェが共同開発した
異端のスポーツカー

　

15
年
前
、
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
に
出

て
い
た
こ
の
車
両
を
ア
メ
リ
カ
か

ら
購
入
し
、
整
備
工
場
の
友
人
と

約
半
年
か
け
て
修
理
し
た
の
は
櫻

井
良
樹
さ
ん
の
義
理
の
お
父
さ
ん
。

昔
か
ら
大
の
車
好
き
だ
っ
た
良
樹

さ
ん
は
、
結
婚
を
機
に
川
越
に
や

っ
て
き
て
か
ら
も
、
義
父
と
一
緒

に
こ
の
9
1
4
や
9
1
4

6
、

9
9
3
の
乗
り
心
地
を
楽
し
ん
で

い
る
。
本
丸
御
殿
や
初
雁
公
園
な

ど
の
近
場
へ
子
ど
も
た
ち
と
遊
び

に
行
く
と
き
、9
1
4
で
お
出
か

け
す
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
。「
音

が
う
る
さ
い
ね
！
」
と
言
い
な
が

ら
も
、
家
族
で
一
緒
に
こ
の
車
を

楽
し
ん
で
い
る
。

車両は1970年製。排気量は1700cc、
ミドシップエンジン。オリジナル度が
高かったので、基本的にはあまり手を
入れずに修理したという。車内にはア
メリカの前オーナーが撮影したポラロ
イドもあった。
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Morgan 3wheeler F2
ある蔵の中

m e ,  m y s e l f  &  c a r

1936年式！ 戦闘機を思わせる
独特のフォルムのモーガン

「
日
本
国
内
で
こ
の
車
を
見
る
こ

と
が
で
き
る
な
ん
て
！
」
と
い
う

声
が
早
速
聞
こ
え
て
き
そ
う
だ
。

な
か
な
か
お
目
に
か
か
る
こ
と
の

で
き
な
い
こ
の
車
両
が
、
市
内
某

所
の
改
修
中
の
見
世
蔵
の
中
で
静

か
に
た
た
ず
ん
で
い
る
。
後
輪
は

ひ
と
つ
、
後
姿
は
ま
る
で
そ
の
ま

ま
大
空
に
飛
び
立
っ
て
い
く
戦
闘

機
の
よ
う
だ
。
こ
の
車
が
生
産
さ

れ
た
1
9
3
0
年
代
は
四
輪
自
動

車
が
一
般
家
庭
に
普
及
し
始
め
た

こ
ろ
。
そ
の
時
代
の
特
長
と
し
て
、

オ
ー
ト
バ
イ
の
動
力
伝
達
方
式
で

あ
る
チ
ェ
ー
ン
駆
動
装
置
と
フ
ロ

ン
ト
の
四
輪
車
用
の
操
舵
メ
カ
ニ

ズ
ム
を
一
体
化
し
た
設
計
。

タイヤなどの消耗品もほとんど現在ではパ
ーツの入手が不可能な車のため、オーナー
のporcorossoさんは「基本的にないもの
は作製」しているそう。ボディ骨格はもち
ろん木製のため、自動車整備工具だけでな
く大工道具や木材加工の知識も絶対必要。
「日々勉強ですね！」と楽しそう。
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m e ,  m y s e l f  &  c a r

長田さんは、キタザワタイヤ川越店の店長さん。
毎朝この愛車で出勤している。内装の雰囲気も素
敵なので、運転するといつも気分が高まるそう。
ROCKがしっくりくる乗り心地の車だが、やっぱ
り一番好きなのはエンジン音。WEBER40デュア
ルキャブレーターとは、相性がぴったり。

印刷会社で総務管理に携る櫻井良樹さん。義理の
お父さんがドイツ車好きで、よく一緒にショップ
や整備工場へ出かけては車談義に花を咲かせてい
る。現在、緑の914の他に、914-6、993なども二
人で所有。家族が多いので、出かける時はVWの
カラベルを使っている。以前は日産180SXに乗
っていた。

株式会社モトスポットタキを経営。大堀山館跡近
くのガレージは滝島さん家族の憩いの場所だ。息
子さんとラリーに出るなど家族で車を楽しんでい
る。職業柄、国内外の様々な車種を乗りこなし車
だけでなくバイクも数台所有。現在息子さんのバ
イクは滝島さんが昔使っていたものを直して乗っ
ているそう。

今回の「クルマと私」特集で協力していただいた
オーナーの皆さんをご紹介。

専門誌ではないkawagoe premiumですが、
惜しみなく貴重な車両を見せていただきました。 

長谷川さんが社長を務める有限会社長谷川モータ
ースは、遠方からもかなりの車好きが集まること
で有名。いままでに所有した車はフォードフィエ
スタ、ホンダコンチェルトなど多数だが、現在は
ミニのほかに事故でばらばらになったロータスセ
ブンS3、共同所有のトライアンフTR3を楽しん
で（？）いる。

現在市内で3つの店舗を経営する大野さん親子、
老舗の蕎麦屋、尾張屋を代々継いでいる。仲のい
い父子の思い出の車MGBに乗りながら、懐かし
い話で盛り上がるふたりは、本当に楽しそう。見
た感じよりもスピードがでないそうで、ゆったり
としたルーツレゲエを流しながらのんびり運転し
ている。

porcorossoさんの車の趣味は「1930年代～1970
年代までのレーシングカーとひととの関わり」。
貴重な三輪のモーガンは現在保管場所の問題もあ
り、エンジンをかけることはなかなかない。初代
スカイラインGTRグランプリカーやアルファロ
メオなどを経て、現在は他に1965年型HONDA 
S600やバイクも所有。

川越駅近くの喫茶店「カフェ ルミエール」のマ
スター（山本さんの珈琲は丁寧に淹れられており、
最高に美味しい！）。落ち着いた雰囲気のお店に
はたくさんのミニカーや模型が飾られており、車
好きなお客さんにはたまらない！この車に乗る
前は、VWゴルフやMGミジェット1500などを所
有。

大正浪漫夢通りの老舗店カニヤ・スポーツグラス
セクションの可児さん。ファッショナブルなスタ
イルでスーパーセブンに乗る姿はさすが。ウェー
バーキャブレター付きの1600ccケントエンジン
は今でも至って元気。点火系の不具合が何度か発
生したが、現代のシステムに換えてからはノント
ラブルだそう。

1969年から続くエランちゃんのかわいさに魅了
された北郷さん。車自体はジム・クラークの追悼
車仕様。エンジンはオリジナルの本国仕様で、ロ
ータスツインカムにエミッションコントロールな
しのストロンバーグキャブ。手を加えるよりも、
へたってきた部分をしっかりオーバーホールする
ために、貯金中。

VW TYPE-3 SQB／長田拓PORSCHE 914／櫻井良樹

MG-TC／滝島孝典Rover Mini Mayfair／長谷川透MGB／大野裕太Morgan 3wheeler F2／porcorosso

AUSTIN HEALEY Sprite MK-Ⅲ／山本浩CATERHAM SUPER SEVEN GT SPRINT／可児昌彦Lotus Elan S4 type36／北郷満

ワ タ シ と 車
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1959年 宮崎市生まれ。インテリア、家具のデ
ザイン、設計、施工を行うかたわら、六年前よ
りパズルの制作に取り組む。2012年、銀座幸
伸ギャラリーにて、第一回個展開催。2015年、
銀座 森岡書店にて、第二回個展開催。今夏、
川越の雑貨店バノンにて個展開催予定。

「道のない街」

工藤芳聖
パズルアート

a r t  o f  k a w a g o e  1

イラスト＝上坂じゅりこ

奈落の底へ cinema !
cinema !

cinema !

vol.4

　

繰
り
返
し
描
か
れ
る
「
悪
」

　

あ
る
熱
帯
夜
、
ラ
イ
ム
農
場
。
一
日

の
終
わ
り
に
、
明
朝
再
び
始
ま
る
労
働

の
た
め
、
静
か
に
疲
れ
を
癒
す
。
代
わ

り
映
え
の
し
な
い
、
月
並
み
な
夜
。

　

そ
こ
に
、
口
元
を
バ
ン
ダ
ナ
で
覆
っ

た
男
た
ち
が
押
し
入
っ
て
く
る
。
蹴
り

上
げ
、
跪
か
せ
、
ラ
イ
フ
ル
で
頭
を
撃

ち
抜
く
。
生
後
間
も
な
い
赤
子
の
足
を

つ
か
み
、
頭
を
岩
に
叩
き
つ
け
て
潰
す
。

許
し
を
請
う
妻
の
頭
皮
を
ナ
イ
フ
で
削

ぎ
落
と
す
。
泣
き
叫
ぶ
子
供
た
ち
を

次
々
に
井
戸
へ
突
き
落
と
す
。
十
五
人

の
ラ
イ
ム
農
場
の
労
働
者
が
、
一
夜
で

処
刑
さ
れ
る
。

　

ま
た
別
の
あ
る
夜
、
自
警
団
の
男
が

連
れ
去
ら
れ
る
。
妻
は
身
代
金
を
払
う

も
、
夫
は
帰
っ
て
こ
な
い
。
数
日
後
の

夜
、
妻
も
同
じ
よ
う
に
誘
拐
さ
れ
る
。

村
は
ず
れ
の
荒
れ
地
。
夫
が
目
の
前
に

引
き
ず
り
出
さ
れ
る
。
共
に
殺
さ
れ
る

の
だ
と
涙
を
流
す
。
目
の
前
で
夫
が
生

き
た
ま
ま
バ
ー
ナ
ー
で
焼
か
れ
る
。
腕
、

足
、
頭
を
切
り
離
さ
れ
る
。
見
知
ら
ぬ

男
た
ち
が
同
じ
よ
う
に
幾
人
も
引
き
ず

り
出
さ
れ
、
同
じ
よ
う
に
殺
さ
れ
る
。

深
く
掘
ら
れ
た
穴
に
、
ば
ら
ば
ら
の
死

体
が
放
ら
れ
る
。
妻
も
そ
の
穴
に
落
と

さ
れ
る
。
麻
薬
と
酒
に
侵
さ
れ
た
男
た

ち
が
け
た
た
ま
し
く
笑
い
な
が
ら
降
り

て
く
る
。
夫
や
他
の
男
た
ち
の
四
散
し

た
屍
の
上
で
、
血
に
ま
み
れ
な
が
ら
繰

り
返
し
繰
り
返
し
レ
イ
プ
さ
れ
る
。
幾

度
も
犯
し
て
か
ら
、
男
た
ち
は
去
る
。

　
「
お
前
は
殺
さ
な
い
。
こ
の
記
憶

　

を
抱
え
る
こ
と
が
拷
問
だ
」

　

映
画
『
カ
ル
テ
ル
・
ラ
ン
ド
』
は
、

メ
キ
シ
コ
麻
薬
戦
争
の
最
前
線
を
追
っ

た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
で
あ
る
。

そ
こ
で
語
ら
れ
る
出
鱈
目
で
利
己
的
な

暴
力
は
、
作
り
話
で
は
な
い
。

　

腐
敗
し
た
政
府
、
カ
ル
テ
ル
と
癒
着

し
た
警
察
。
無
法
地
帯
で
誰
も
逆
ら
え

な
い
ほ
ど
強
大
に
な
っ
た
麻
薬
カ
ル
テ

ル
に
、
一
人
の
医
者
が
自
警
団
を
結
成

し
立
ち
向
か
う
。
し
か
し
、
人
々
に
受

け
入
れ
ら
れ
、
背
中
を
押
さ
れ
、
順
調

に
カ
ル
テ
ル
の
支
配
か
ら
町
を
開
放
し

て
い
く
か
に
み
え
た
自
警
団
は
、
組
織

が
肥
大
化
す
る
に
つ
れ
、
だ
ん
だ
ん
と

そ
の
歯
車
を
狂
わ
せ
て
し
ま
う
。

「
町
の
安
全
の
た
め
だ
」「
少
し
質
問

す
る
だ
け
だ
」
無
実
だ
と
明
ら
か
に
見

て
取
れ
る
男
を
、
も
っ
と
も
な
理
由
を

述
べ
た
て
、
泣
い
て
縋
る
家
族
か
ら
切

り
離
し
て
車
に
乗
せ
る
。
す
る
と
態
度

が
一
変
す
る
。
頭
を
叩
き
、
銃
口
で
頬

を
ひ
っ
か
き
、
密
着
し
、
し
つ
こ
く
問

い
を
繰
り
返
す
。「
痛
い
目
に
遭
い
た

い
か
？
」「
ど
こ
の
カ
ル
テ
ル
と
仕
事

を
？
」
脇
を
銃
口
で
抉
る
。
自
警
団
の

男
は
尋
問
し
な
が
ら
、
思
わ
ず
顔
が
に

や
け
て
く
る
。
そ
し
て
ま
た
真
顔
に
戻

り
、
ま
た
に
や
け
る
。
奥
底
か
ら
滲
み

出
て
く
る
に
や
け
笑
い
。
Ｔ
シ
ャ
ツ
を

捲
っ
て
視
界
を
遮
り
、
自
警
団
の
基
地

に
連
れ
込
む
。
壁
際
に
立
た
せ
る
。
数

人
で
取
り
囲
み
、
暴
行
す
る
。「
優
し

い
の
は
俺
だ
け
だ
。
交
代
し
た
ら
半
殺

し
に
さ
れ
る
ぞ
」
壁
一
枚
挟
ん
だ
向
こ

う
か
ら
、
間
断
な
く
叫
び
声
が
聞
こ
え

て
く
る
。
連
れ
て
こ
ら
れ
た
男
た
ち
は
、

あ
ま
り
の
恐
怖
に
固
く
目
を
つ
む
り
、

耳
を
塞
ぎ
、
泣
き
崩
れ
る
。

　

そ
し
て
ラ
ス
ト
、
見
覚
え
の
あ
る
夜

の
平
原
。
一
台
の
ト
ラ
ッ
ク
。
荷
台
か

ら
転
げ
落
ち
る
ド
ラ
ム
缶
、
立
ち
上
る

白
い
煙
。

　

累
々
と
立
ち
な
ら
ぶ
墓
標
が
砂
埃
に

ま
み
れ
、
景
色
へ
と
雲
散
霧
消
し
誰
の

記
憶
か
ら
も
消
え
去
っ
て
な
お
、
決
し

て
な
く
な
る
こ
と
の
な
い
悪
の
重
力
、

決
し
て
止
ま
る
こ
と
の
な
い
悪
の
奔
流
。

　

映
画
『
カ
ル
テ
ル
・
ラ
ン
ド
』、
人

間
の
本
質
か
ら
目
を
そ
ら
す
こ
と
が
で

き
な
い
。

（
執
筆  

た
な
か
）

◆川越スカラ座
明治38年に寄席としてスタートし
た川越老舗の映画館。平成19年に
惜しまれながら閉館したが、その
後NPO法人プレイグラウンドの尽
力により復活。コアな作品を懐か
しい雰囲気の館内で堪能できる。
川越市元町 1-1-1
049-223-0733　火曜休館
［料金］　一般／ 1,500円　シニア、
大高生、障がい者の方（および付
添 1名まで）／ 1,000円　小中生
／ 800円　幼児／無料　※詳細は
HP参照。http://k-scalaza.com/

※『□□□□□□□□□』は当館で 0／ 00（土）～00（金）上映。監督舞台挨拶予定あり。
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※掲載内容は取材をもとに作成しています。

今
こ
そ

農
業

川
越
市
内
に
た
く
さ
ん
あ
る
お
い
し
い
お
店
。

取
材
を
し
て
い
く
う
ち
に
、

こ
の
お
い
し
い
野
菜
は
誰
が
作
っ
て
い
る
の
か
、
気
に
な
り
ま
し
た
。

そ
う
だ
、
生
産
者
の
ひ
と
た
ち
の
と
こ
ろ
へ
行
こ
う
！

川
越
を
飛
び
出
し
て
、
農
家
の
ひ
と
た
ち
の
夢
や
思
い
を

伺
っ
て
き
ま
し
た
。

文
＝
櫻
井
理
恵　
　

写
真
＝
中
里
楓　

山
口
真
里　

熊
谷
昭
典
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川
越
近
隣
の
マ
ル
シ
ェ
で
見
か
け
る
安や
す

住ず
み

梨
奈
さ
ん
は
、
鳩
山
で
農
家
を
営
む
女
性
。

安
住
さ
ん
の
売
り
場
に
は
、
普
段
ス
ー
パ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
で
は
あ
ま
り
見
か
け
な
い
野
菜

も
た
く
さ
ん
あ
り
、
食
べ
方
や
保
存
の
仕
方

を
て
い
ね
い
に
説
明
し
て
く
れ
る
。
現
在
は

イ
ベ
ン
ト
出
店
の
ほ
か
は
、
決
ま
っ
た
レ
ス

ト
ラ
ン
へ
の
配
達
な
ど
を
行
っ
て
い
る
が
、

こ
れ
か
ら
徐
々
に
加
工
品
を
作
っ
た
り
、
い

ず
れ
は
自
身
で
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
た
カ
フ
ェ

も
や
っ
て
み
た
い
、
と
夢
は
広
が
る
。

「
虫
、
ち
ょ
っ
と
苦
手
な
ん
で
す
…
」
と
い

う
安
住
さ
ん
。
も
と
も
と
は
美
術
の
専
門
学

校
に
通
っ
て
お
り
、
農
業
は
ま
っ
た
く
の
専

門
外
だ
っ
た
。
あ
る
と
き
、
鳩
山
で
農
家
を

営
む
お
じ
い
さ
ん
の
畑
に
い
っ
た
と
こ
ろ
、

跡
継
ぎ
が
お
ら
ず
、
い
ず
れ
こ
の
畑
も
な
く

な
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
、
と
気
付
き
、

「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
畑
を
残
そ
う
！
」
と
一

念
発
起
。
農
業
の
研
修
に
行
き
、
三
年
目
に

就
農
し
た
。
そ
の
過
程
で
ず
っ
と
気
に
な
っ

て
い
た
「
有
機
農
法
」
を
勉
強
し
、
自
身
が

農
家
と
し
て
働
き
出
し
た
と
き
か
ら
無
農
薬

で
の
野
菜
作
り
を
ス
タ
ー
ト
し
た
。
収
量
も

多
く
な
く
、
そ
れ
な
り
に
手
の
か
か
る
農
法

で
は
あ
る
が
、
安
住
さ
ん
は
そ
の
苦
労
自
体

も
楽
し
み
な
が
ら
、
野
菜
を
作
っ
て
い
る
。

木
屑
、
籾
殻
、
藁
、
米
ぬ
か
、
シ
ェ
ル
ト
ッ

プ
（
貝
殻
石
灰
）
を
使
っ
て
土
を
耕
す
が
、

栽
培
は
思
っ
た
よ
う
に
は
い
か
な
い
こ
と
も
。

草
む
し
り
も
最
低
限
で
な
る
べ
く
自
然
な
状

態
を
保
つ
た
め
、
苦
手
な
虫
た
ち
も
た
く
さ

ん
で
て
く
る
。
そ
ん
な
と
き
に
知
恵
を
貸
し

て
く
れ
る
の
は
、
ず
っ
と
米
や
麦
、
蚕
の
農

家
を
営
ん
で
い
た
安
住
さ
ん
の
お
じ
い
さ
ん
。

一
緒
に
考
え
、
手
伝
っ
て
く
れ
る
強
い
味
方

だ
そ
う
。

　

取
材
中
も
淡
々
と
作
業
し
な
が
ら
、
時
折
、

広
い
畑
を
じ
っ
と
見
つ
め
る
安
住
さ
ん
。
野

菜
ひ
と
つ
ひ
と
つ
に
込
め
ら
れ
た
思
い
に
、

あ
ら
た
め
て
食
の
大
切
さ
を
知
る
こ
と
が
で

き
る
。

取材時には数種類のじゃ
がいもやスイスチャード
などが収穫の時期。どれ
もツヤツヤとして、おい
しそう。

広々とした畑は場所によ
って土の質が異なるため、
育てる野菜の種類や時期
にも気を配る。

自然のまま、野菜を作ってみる
受け継がれ、生まれ変わる農家のこと

今
こ
そ

農
業

安住梨奈
tackfarm
rinamekuji0901@yahoo.co.jp
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「
川
越
と
い
え
ば
さ
つ
ま
い
も
」。
こ
の
産

地
ブ
ラ
ン
ド
を
確
立
す
る
さ
つ
ま
い
も
農
家

の
ひ
と
つ
が
、
現
在
、
武
田
浩
太
郎
さ
ん
で

十
代
目
と
な
る
農
家
、
む
さ
し
野
自
然
農
場

だ
。
三
芳
町
の
い
も
街
道
に
面
し
、
巾
1
2
0

ｍ
、
長
さ
6
0
0
ｍ
に
も
及
ぶ
短
冊
形
の
敷

地
に
は
、
占
有
の
雑
木
林
や
竹
林
も
あ
る
。

そ
の
林
の
落
葉
に
糠
を
混
ぜ
込
み
腐
ら
せ
て

作
る
落
葉
堆
肥
も
、
こ
の
地
域
の
農
作
物
に

と
っ
て
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
だ
。

　

さ
つ
ま
い
も
が
メ
イ
ン
の
む
さ
し
野
自
然

農
場
だ
が
、
取
材
時
期
は
筍
が
最
盛
期
。
希

に
見
る
大
収
穫
だ
そ
う
で
、
ひ
っ
き
り
な
し

に
近
所
の
人
が
買
い
き
て
い
た
。「
も
う
ち

ょ
っ
と
小
さ
い
の
な
い
の
？
」
と
い
う
常
連

さ
ん
の
声
に
、
い
や
な
顔
ひ
と
つ
せ
ず
竹
林

川越いものブランディングを推進
農家ならではの発想をカタチにする

今
こ
そ

農
業

に
入
っ
て
い
く
武
田
さ
ん
。
筍
を
待
つ
間
に
、

ふ
と
み
る
と
母
屋
を
改
築
し
た
カ
フ
ェ
が
あ

る
。
こ
の
カ
フ
ェ
は
武
田
さ
ん
が
両
親
の
反

対
を
押
し
切
っ
て
始
め
た
、
農
場
の
野
菜
を

楽
し
め
る
オ
イ
モ
カ
フ
ェ
（
詳
細
は
Ｐ
74
）。

直
売
所
に
来
て
く
れ
る
近
所
の
人
に
休
ん
で

も
ら
お
う
と
オ
ー
プ
ン
し
た
が
、
い
ま
や
県

内
外
か
ら
の
予
約
で
い
っ
ぱ
い
の
大
盛
況
だ
。

ほ
か
に
も
紅
赤
の
保
存
活
動
を
行
う
川
越
芋

振
興
会
の
参
加
に
加
え
、
大
規
模
な
ロ
ッ
ク

フ
ェ
ス
会
場
で
の
出
店
な
ど
、
若
手
な
ら
で

は
の
手
法
で
川
越
い
も
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

を
積
極
的
に
推
し
進
め
て
い
る
。

　

も
ち
ろ
ん
農
作
業
に
も
精
を
出
し
て
お
り
、

一
番
身
近
で
も
っ
と
も
厳
し
い
師
匠
で
も
あ

る
お
父
さ
ん
に
は
「
適
い
ま
せ
ん
よ
」
と
武

武田浩太郎
むさし野自然農場
入間郡三芳町上富287
049-258-3441

ひっきりなしに直売所に
訪れるお客さんのお目当
は筍。今年は希にみる豊
作だという。カフェで使
う分は庭の釜でアク抜き
をしていた。

田
さ
ん
。
筍
の
掘
り
方
ひ
と
つ
と
っ
て
も
、

ま
だ
ま
だ
学
ぶ
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
る
そ
う

だ
。
毎
日
の
細
か
い
農
作
業
の
合
間
に
、
常

に
新
し
い
こ
と
を
想
像
し
行
動
に
移
し
て
い

く
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
溢
れ
た
若
手
農
業
家
、
武

田
さ
ん
の
ひ
そ
か
な
夢
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

で
さ
つ
ま
い
も
の
つ
ぼ
焼
き
屋
台
を
や
る
こ

と
！　

川
越
い
も
が
世
界
に
広
が
る
き
っ
か

け
が
生
ま
れ
そ
う
な
予
感
が
し
た
。
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江
戸
末
期
か
ら
続
く
農
家
の
六
代
目
、
鳴

河
一
成
さ
ん
は
、
東
京
農
大
出
身
。
現
在
で

も
全
国
に
農
業
に
従
事
す
る
仲
間
が
お
り
、

地
元
の
農
業
の
発
展
だ
け
で
な
く
日
本
各
地

の
農
業
の
あ
り
方
に
も
目
を
向
け
て
い
る
。

J
A
へ
の
出
荷
を
中
心
に
、
主
に
初
夏
に
は

直
売
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。
毎
年
鳴
河
さ

ん
の
野
菜
を
楽
し
み
に
し
て
く
れ
る
お
客
さ

ん
の
声
を
聞
い
て
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
へ
の
ヒ

ン
ト
を
も
ら
う
こ
と
も
。「
お
い
し
い
野
菜

は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
だ
け
ど
、
た
だ
お

今
こ
そ

農
業

い
し
い
だ
け
で
は
な
く
、
僕
だ
け
の
〝
味
〞

が
出
せ
る
よ
う
な
野
菜
作
り
を
し
て
い
き
た

い
」
と
語
る
鳴
河
さ
ん
。
農
家
で
あ
る
以
上
、

野
菜
を
売
っ
て
生
活
す
る
と
い
う
こ
と
は
あ

た
り
ま
え
だ
が
、
そ
こ
に
鳴
河
さ
ん
で
な
く

て
は
な
ら
な
い
「
ブ
ラ
ン
ド
力
」
を
付
加
し

た
い
と
い
う
強
い
思
い
を
持
っ
て
い
る
。
試

行
錯
誤
し
て
き
た
と
う
も
ろ
こ
し
の
栽
培
は
、

現
在
「
鳴
河
さ
ん
ち
の
と
う
も
ろ
こ
し
」
と

い
う
こ
と
で
イ
ベ
ン
ト
会
場
な
ど
で
は
即
完

売
す
る
ほ
ど
。
ミ
シ
ュ
ラ
ン
の
星
を
持
つ
都

内
の
料
亭
に
卸
す
な
ど
、
そ
の
味
に
は
定
評

が
あ
る
。
栽
培
を
始
め
た
当
初
は
、
購
入
し

た
お
客
さ
ん
か
ら
の
品
質
に
関
す
る
厳
し
い

指
摘
も
。
そ
れ
を
正
面
か
ら
受
け
入
れ
、
毎

年
の
栽
培
方
法
に
生
か
し
て
き
た
。
そ
ん
な

お
客
さ
ん
が
、
数
年
経
っ
て
も
毎
年
買
い
に

き
て
く
れ
る
。
職
人
の
よ
う
に
味
や
品
質
に

こ
だ
わ
り
続
け
る
鳴
河
さ
ん
に
と
っ
て
は
、

一
番
の
励
み
に
な
る
こ
と
な
の
だ
。

　

堆
肥
は
所
有
す
る
雑
木
林
の
落
葉
を
集
め

て
作
る
、
三
富
新
田
に
古
く
か
ら
伝
わ
る
循

環
型
農
法
を
採
用
。
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
挑

戦
す
る
中
で
、
地
域
に
伝
わ
る
農
法
や
人
々

と
の
つ
な
が
り
も
大
切
に
考
え
て
い
る
。「
自

分
の
子
ど
も
も
、
い
ず
れ
は
こ
こ
で
楽
し
み

な
が
ら
農
業
を
や
っ
て
く
れ
れ
ば
」。
ず
っ

と
受
け
継
が
れ
る
た
め
の
努
力
を
続
け
る
鳴

河
さ
ん
。
そ
の
行
動
力
に
、
農
家
だ
け
で
な

く
地
元
川
越
の
飲
食
店
な
ど
に
も
共
鳴
す
る

人
が
増
え
て
い
る
。

鳴河一成
川越なるかわ農園
川越市下松原196

1年近くかけて落葉などを腐
らせ、堆肥にしている。また、
敷地内には、収穫した芋など
を保管する昔ながらの穴倉も
ある。

甘くてみずみずしいヤングコーン。アライグマなど、動物た
ちに食べられないようにするための対策も欠かせない。

一流の料亭をうならせる野菜を作る
六代目農業家の挑戦
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川
越
市
内
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
初
め
て
島
田

奈
々
子
さ
ん
の
野
菜
を
食
べ
た
と
き
、「
な

ん
て
し
っ
か
り
し
た
味
な
ん
だ
ろ
う
」
と
思

っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
。
実
際
に
島
田
さ

ん
に
お
会
い
す
る
と
、
野
菜
の
味
が
島
田
さ

ん
そ
の
も
の
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
思
う
く
ら
い
に
、
強
く
て
ま
っ
す
ぐ

な
思
い
を
持
つ
方
だ
っ
た
。

　

島
田
さ
ん
は「
豊
か
と
は
な
ん
だ
ろ
う
？
」

と
い
う
こ
と
を
常
に
思
い
続
け
て
い
る
。
あ

り
と
あ
ら
ゆ
る
モ
ノ
に
あ
ふ
れ
、
便
利
な
こ

と
こ
の
上
な
い
現
代
。
そ
の
恩
恵
は
誰
し
も

受
け
て
い
る
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
何
か

を
も
う
一
度
探
る
た
め
、
島
田
さ
ん
は
野
菜

作
り
を
始
め
た
。
両
親
は
兼
業
農
家
で
、
自

身
も
ず
っ
と
そ
の
田
畑
で
獲
れ
た
も
の
で
育

っ
て
き
た
。
美
大
を
卒
業
し
、
都
内
で
主
に

イ
ラ
ス
ト
や
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
制
作
に
携
っ

て
い
た
。
休
み
な
く
働
き
、
心
身
と
も
に
へ

と
へ
と
に
な
っ
た
と
き
に
食
べ
た
く
な
る
の

は
、
有
名
レ
ス
ト
ラ
ン
の
お
い
し
い
も
の
よ

り
両
親
の
作
っ
て
い
た
野
菜
。「
お
父
さ
ん
と

虫たちが飛びまわる島田さ
んの畑。手作りのお菓子と
カモミールのお茶はとても
優しい味がした。

自然農法ゆえの不作もあれば、
豊作のときもある。現代の農
業と取り巻く現状、流通や生
産者のこと、消費者の目線に
ついても真剣に考える毎日。

今
こ
そ

農
業

人に寄り添う農業のあり方
豊かな大地の実りを受け止めて

お
母
さ
ん
の
作
っ
た
野
菜
が
食
べ
た
い
…
」

　

島
田
さ
ん
は
2
0
1
0
年
に
、
会
社
を
退

職
し
て
、
無
農
薬
有
機
農
法
の
循
環
型
農
業

の
大
家
、
金
子
美
登
さ
ん
の
も
と
へ
。
住
み

込
み
に
近
い
状
態
で
牛
や
鶏
の
世
話
も
し
な

が
ら
約
一
年
、
さ
あ
、
自
分
の
実
家
の
畑
で

野
菜
を
作
る
ぞ
！　

と
意
気
込
ん
だ
は
い
い

が
、
最
初
の
年
は
ま
っ
た
く
野
菜
が
で
き
な

か
っ
た
と
い
う
。
数
年
経
て
、
当
初
か
ら
み

て
い
て
く
れ
る
近
所
の
農
家
の
方
が
「
頑
張

っ
て
い
る
ね
！
」
と
声
を
か
け
て
く
れ
る
の

が
、
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
そ
う
。

　

島
田
さ
ん
は
、
自
身
の
こ
と
を
「
お
百
姓

見
習
い
で
す
」
と
い
う
。
現
在
は
島
田
さ
ん

の
家
族
が
困
ら
な
い
く
ら
い
の
作
物
を
収
穫

し
な
が
ら
、
そ
の
一
部
を
、
支
え
あ
う
と
い

う
意
味
で
「
提
携
」
し
て
い
る
家
庭
や
店
に

直
接
届
け
て
い
る
。
旬
の
作
物
を
通
し
て
、

ひ
と
の
生
活
に
寄
り
添
う
農
業
の
あ
り
方
を
、

島
田
さ
ん
は
常
に
考
え
て
い
る
。

島田奈々子
島田ごはん畑
shimadananako@gmail.com
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埼
玉
県
下
で
も
野
菜
の
出
荷
量
が
多
い
こ

と
で
有
名
な
福
原
地
区
は
、
川
越
市
南
西
の

台
地
に
位
置
し
て
い
る
。
こ
こ
で
ほ
う
れ
ん

草
を
中
心
に
年
間
40
種
以
上
も
の
農
作
物
を

出
荷
し
て
い
る
の
が
、
現
在
33
歳
の
戸
田
大

輔
さ
ん
。
高
校
を
卒
業
し
て
か
ら
す
ぐ
に
家

業
を
継
い
だ
。
こ
の
福
原
地
区
で
は
、
他
の

地
域
と
比
べ
る
と
比
較
的
若
手
の
農
業
従
事

者
が
多
く
、
戸
田
さ
ん
も
川
越
の
農
業
の
未

来
を
担
う
人
材
の
ひ
と
り
で
あ
る
。

　

戸
田
さ
ん
は
、
川
越
市
内
で
行
わ
れ
る

Farm
er’s M

arket

な
ど
イ
ベ
ン
ト
へ
の
出

店
も
行
う
こ
と
で
、
地
元
川
越
の
農
業
の
重

要
性
や
農
作
物
の
お
い
し
さ
を
伝
え
る
活
動

も
行
っ
て
い
る
。
撮
影
時
期
は
メ
イ
ン
の
ほ

う
れ
ん
草
の
出
荷
で
大
忙
し
の
時
期
だ
っ
た
。

収
穫
し
た
ほ
う
れ
ん
草
は
、
主
に
農
協
へ
。

家
族
や
手
伝
っ
て
く
れ
る
近
所
の
方
と
一
緒

に
葉
を
そ
ろ
え
て
重
量
を
確
認
し
な
が
ら
、

袋
詰
め
に
し
て
い
く
。
緑
が
濃
く
て
つ
や
が

あ
る
、
元
気
そ
う
な
ほ
う
れ
ん
草
が
整
然
と

並
ぶ
光
景
に
は
圧
倒
さ
れ
た
。

　

毎
年
同
じ
野
菜
を
作
る
、
と
い
っ
て
も
、

そ
れ
は
大
変
な
労
力
を
と
も
な
う
仕
事
。
毎

年
少
し
ず
つ
変
化
す
る
気
候
に
合
わ
せ
て
肥

料
配
分
を
考
え
、
畑
の
条
件
を
し
っ
か
り
と

整
え
る
と
い
う
作
業
は
と
て
も
化
学
的
。
落

葉
や
牛
糞
、
竹
を
粉
に
し
た
堆
肥
を
使
い
、

土
の
中
に
い
る
微
生
物
の
状
態
を
整
え
る
な

ど
、
試
行
錯
誤
は
尽
き
な
い
。

「
農
業
用
地
と
し
て
適
正
の
あ
る
こ
の
地
で
、

こ
れ
か
ら
も
農
業
を
続
け
ら
れ
る
よ
う
な
環

境
を
残
し
て
い
き
た
い
」
と
い
う
戸
田
さ
ん
。

今
で
も
広
い
畑
で
さ
ま
ざ
ま
な
作
物
を
作
っ

て
い
る
が
、
周
辺
の
農
家
と
も
協
力
し
な
が

ら
、
こ
れ
か
ら
も
で
き
る
限
り
畑
を
広
げ
て

い
き
た
い
そ
う
。
ほ
う
れ
ん
草
畑
の
様
子
を

見
な
が
ら
、
雲
り
空
の
下
を
歩
く
。
収
穫
し

た
ほ
う
れ
ん
草
を
抱
え
て
微
笑
む
戸
田
さ
ん

の
姿
は
、
か
わ
い
い
わ
が
子
を
抱
く
若
い
お

父
さ
ん
の
よ
う
だ
っ
た
。

ほうれん草をきれいにそろえ、
同じグラム数で袋に入れる作
業は、実はとても難しい。熟
練の戸田さんのお父さんは、
手で持っただけでおおよその
グラム数を当てられるほど。
また、今回の撮影はほうれん
草の収穫時期だったが、秋口
に3～ 4トン獲れる戸田さん
のさつまいもも、ひそかな人
気となっているそうだ。

川越で活躍する若き農業家
その真摯なまなざしに農家の未来をみる

今
こ
そ

農
業

戸田大輔
川越市下松原576
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撮影協力　依田有里子（株式会社十吉）　

今
こ
そ

農
業

手
揉
み
茶
の
第
一
人
者
、
大
西
園
製

茶
工
場
の
中
島
毅
さ
ん
。
約
六
時
間
、

た
だ
ひ
た
す
ら
お
茶
を
揉
み
続
け
る

と
い
う
。
そ
の
職
人
が
作
り
出
す
お

茶
の
葉
の
輝
き
は
、
精
緻
な
芸
術
品

の
よ
う
だ
。
毎
年
行
わ
れ
る
全
国
手

揉
み
茶
品
評
会
で
常
に
入
賞
を
果
た

す
中
島
さ
ん
は
、
今
年
も
日
本
一
と

な
っ
た
。
そ
の
手
か
ら
魔
法
の
よ
う

に
作
り
出
さ
れ
る
貴
重
な
ひ
と
し
ず

く
に
、
感
動
。

「
そ
の
日
摘
ん
だ
葉
を
作
り
終
え
る

ま
で
は
、
寝
ら
れ
な
い
で
す
よ
」
そ

う
語
る
の
は
、
奥
富
園
十
五
代
目
の

奥
富
雅
浩
さ
ん
。
お
茶
畑
と
と
も
に

四
季
を
歩
み
、
一
年
を
通
し
て
茶
に

寄
り
添
う
。
そ
う
し
て
作
っ
た
お
茶

を
味
わ
っ
て
も
ら
い
た
い
。
日
本
文

化
を
代
表
す
る
お
茶
を
次
世
代
へ
繋

げ
て
い
く
こ
と
、
そ
し
て
新
し
い
お

茶
の
可
能
性
を
探
る
こ
と
。
そ
の
心

意
気
が
、
い
ま
茶
業
界
を
牽
引
す
る
。

手
揉
み
茶

煎
茶

お茶にかける情熱
伝統の技を継承する

1200年の歴史を持つ狭山茶の産地から
日本の味と伝統を未来へ繋いでいく、

お茶農家の挑戦とは。
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実
家
の
家
業
で
あ
る
お
茶
農
家
を
継
い
だ

中
島
さ
ん
と
奥
富
さ
ん
。
お
茶
農
家
の
長
男

と
し
て
生
ま
れ
た
二
人
は
年
齢
も
同
じ
で
、

共
に
切
磋
琢
磨
す
る
茶
業
界
の
仲
間
だ
。

　

小
学
校
の
先
生
を
目
指
し
た
こ
と
も
あ
る

と
い
う
中
島
さ
ん
は
、
家
業
を
継
ぐ
前
に
静

岡
の
茶
農
家
や
国
立
野
菜
茶
業
研
究
所
で
、

お
茶
に
つ
い
て
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
こ
と
を
学

ん
だ
そ
う
だ
。
そ
の
中
で
も
特
に
中
島
さ
ん

の
お
じ
い
さ
ん
も
行
っ
て
い
た
「
手
揉
み
茶
」

に
魅
せ
ら
れ
、
そ
の
技
術
の
習
得
に
夢
中
に

な
っ
た
中
島
さ
ん
は
、
現
在
、
全
国
手
揉
み

今
こ
そ

農
業

新しいお茶の可能性と
守られるべき伝統の手法

その両軸を担う茶業界の旗手たち

手
揉
み
茶

和紙を貼った「焙
ほい

炉
ろ

」とよばれる台の上で、
6時間を超える作業が始まる。

茶葉と対話をしながら、まんべんなく揉む。 

「絞り出し」と呼ばれる網のない急須で淹
れる手揉み茶。うまみが凝縮されている。

煎
茶

みずみずしい一番茶。

繁忙期には、徹夜で機械をまわすことも。

出来上がったお茶の香りを確認。

奥富雅浩
奥富園製茶
狭山市大字加佐志36
04-2959-4789

中島 毅
大西園製茶工場
入間市根岸259
04-2936-1620
http://onishi-en.com

お茶のこれからについて語る奥富さん（左）と中島さん（右）。

茶
品
評
会
で
も
五
回
の
農
林
水
産
大
臣
賞
の

栄
誉
を
受
け
る
ほ
ど
、
卓
越
し
た
技
術
の
持

ち
主
だ
。

　

一
方
の
奥
富
さ
ん
は
小
学
生
の
頃
か
ら
茶

刈
り
や
機
械
の
掃
除
な
ど
の
手
伝
い
を
し
て

い
た
そ
う
。
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
に
興
味
を
持

ち
、
現
在
で
は
煎
茶
の
販
売
だ
け
で
は
な
く
、

河
越
抹
茶
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
携
わ
っ
た

り
、
昭
和
の
時
代
に
廃
れ
て
い
っ
た
国
産
紅

茶
の
復
興
を
目
指
し
た
り
と
、
新
し
い
茶
業

の
可
能
性
を
模
索
し
て
い
る
。
ま
た
日
本
茶

の
海
外
輸
出
に
も
取
り
組
ん
で
お
り
、
昨
年

か
ら
は
モ
ン
ゴ
ル
で
狭
山
茶
の
販
売
を
開
始

し
た
と
い
う
。

　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
テ
ィ
ー
バ
ッ
グ
な
ど
手

軽
に
飲
め
る
お
茶
が
普
及
す
る
一
方
で
、
長

く
受
け
継
が
れ
て
き
た
日
本
茶
の
伝
統
を
大

切
に
し
な
が
ら
も
、
そ
こ
か
ら
さ
ら
に
新
し

い
切
り
口
で
そ
の
素
晴
ら
し
さ
を
広
め
よ
う

と
尽
力
す
る
、
若
い
ふ
た
り
の
担
い
手
た
ち
。

彼
ら
の
手
で
、
川
越
近
郊
で
は
こ
ん
な
に
も

魅
力
の
あ
る
お
茶
が
作
ら
れ
て
い
る
こ
と
を

知
っ
た
。
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│
│
川
越
と
稲
作
に
つ
い
て
、
と
い
う
テ
ー

マ
で
す
が
、
ま
ず
最
初
に
川
越
の
稲
作
の
現

状
を
お
伺
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

田
崎　

私
は
2
0
1
1
年
か
ら
川
越
で
活
動

を
し
て
い
ま
す
の
で
、
資
料
な
ど
を
読
ん
で

認
識
し
て
い
る
限
り
で
は
、
都
市
部
を
中
心

に
農
地
、
林
地
、
水
田
が
き
ち
ん
と
区
分
け

さ
れ
て
お
り
、
と
て
も
恵
ま
れ
て
い
る
中
核

都
市
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
バ
ラ
ン
ス

は
、
川
越
全
体
が
発
展
し
て
い
く
の
に
と
て

も
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
河
川
も
多
い
の
で
、
特
に

川
島
地
域
は
献
上
米
を
作
っ
て
い
た
だ
け
あ

り
、
土
壌
も
し
っ
か
り
と
し
て
い
る
と
思
い

ま
す
。

金
子　

川
越
城
が
あ
り
、
城
下
町
で
あ
っ
た

こ
と
か
ら
も
、
古
く
か
ら
稲
作
が
盛
ん
に
行

わ
れ
て
き
た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
舟
運
を

使
っ
て
江
戸
へ
農
作
物
を
運
び
、
そ
の
帰
り

に
は
肥
料
を
持
ち
帰
り
、
ま
た
田
畑
を
耕
す
。

外
部
と
も
循
環
型
で
う
ま
く
つ
な
が
っ
て
い

た
と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
現
在
は
土
地
開
発
が
進
み
、
ヒ

ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現
象
な
ど
以
前
と
は
違
う

気
候
に
な
り
、
関
東
平
野
が
直
に
影
響
を
受

け
て
い
ま
す
ね
。
昼
夜
の
温
度
に
差
が
な
く

な
り
、
お
米
の
実
り
方
も
変
わ
っ
て
き
て
い

る
と
思
い
ま
す
。

田
崎　

え
え
、
先
人
た
ち
が
稲
作
地
帯
と
畑

作
地
帯
を
分
け
て
、
う
ま
く
農
作
物
の
供
給

の
流
れ
を
作
っ
て
き
て
く
れ
ま
し
た
が
、
現

状
の
気
候
を
考
え
る
と
、
以
前
と
同
じ
よ
う

に
い
か
な
い
の
が
現
状
で
す
。

金
子　

こ
う
い
っ
た
場
合
、
個
々
の
農
家
だ

け
が
汲
々
と
し
て
い
て
も
ど
う
に
も
な
ら
ず
、

か
わ
ご
え
里
山
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
の
よ
う
な
地

域
全
体
、
業
界
全
体
で
の
取
り
組
み
が
な
い

と
、
生
産
も
難
し
く
な
っ
て
く
る
と
考
え
て

い
ま
す
。
と
は
い
え
、
培
わ
れ
て
き
た
土
壌

で
は
ま
だ
き
ち
ん
と
収
穫
で
き
る
ま
で
の
農

作
物
が
で
き
る
の
で
、
危
機
感
は
ま
だ
薄
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
で
す
か
ら
、
い

ろ
ん
な
農
家
を
繋
げ
て
い
く
の
が
里
山
イ
ニ

シ
ア
チ
ブ
な
の
で
は
な
い
か
、
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
が
普
及
し
て
い
け
ば
、
地
域
ご
と
の
大

き
な
結
び
つ
き
が
で
き
て
く
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

│
│
か
わ
ご
え
里
山
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
は
ど
の

よ
う
な
活
動
を
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

田
崎　

以
前
か
ら
、
生
物
多
様
性
を
生
か
し

た
農
業
を
推
進
す
る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
し

た
。
で
す
の
で
、
全
国
的
な
稲
作
の
現
状
と
、

何
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
、
と

い
う
こ
と
は
お
ぼ
ろ
げ
に
わ
か
っ
て
い
ま
し

た
。
川
越
が
都
市
開
発
の
影
響
を
う
け
て
昼

夜
の
温
度
が
変
わ
ら
ず
、
な
か
な
か
ブ
ラ
ン

ド
米
も
で
き
な
い
。
し
か
し
昔
は
本
当
の
農

業
地
帯
だ
っ
た
の
で
す
か
ら
、
ま
た
環
境
を

良
く
し
て
、
人
が
も
っ
と
住
み
や
す
く
な
る

こ
と
で
稲
作
も
復
活
す
る
と
い
う
確
信
が
あ

り
ま
し
た
。

　

農
家
も
高
齢
で
耕
作
放
棄
が
増
え
、
引
退

の
時
期
を
迎
え
る
人
も
多
く
い
ま
す
が
、
後

継
者
も
い
な
い
。
そ
ん
な
中
で
担
い
手
に
な

る
の
は
、
ま
ず
農
家
・
非
農
家
を
含
め
た
、

地
域
の
若
い
人
々
。
こ
う
い
っ
た
人
に
田
ん

ぼ
や
稲
作
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
が

大
事
で
す
が
、
一
方
で
引
退
を
迎
え
つ
つ
あ

る
農
家
の
高
齢
者
の
方
に
も
、
田
ん
ぼ
を
貸

す
だ
け
で
は
な
く
、
ア
ド
バ
イ
ス
や
指
導
で

い
つ
ま
で
も
誰
か
と
か
か
わ
っ
て
い
け
る
よ

う
に
し
た
い
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
い
う
の
は
、

そ
う
い
う
と
こ
ろ
か
ら
で
き
て
く
る
の
だ
と

思
い
ま
す
。

金
子　

実
際
に
は
農
家
の
方
は
、
80
歳
を
超

え
て
も
と
て
も
元
気
な
ん
で
す
よ
（
笑
）。

な
ぜ
元
気
か
わ
か
り
ま
す
か
？　

そ
れ
は
、

お
米
を
食
べ
て
い
る
か
ら
な
ん
で
す
。
現
代

の
日
本
は
、
一
人
あ
た
り
が
お
米
を
食
べ
る

量
が
、
と
て
も
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

昔
に
比
べ
て
豊
富
な
食
糧
が
あ
り
、
パ
ン
な

ど
の
新
し
い
ス
タ
イ
ル
も
定
着
し
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
一
方
で
、「
あ
ん
ま
り
食
べ

な
い
」
と
い
う
選
択
か
ら
熱
中
症
で
倒
れ
た

り
、
疲
れ
や
す
く
な
っ
て
き
て
い
る
人
た
ち

も
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
昔
は
お
米
を
た
く
さ

ん
食
べ
る
こ
と
で
、
水
分
も
き
ち
ん
と
吸
収

し
て
い
た
ん
で
す
ね
。

田
崎　

確
か
に
、
炎
天
下
の
中
で
ず
っ
と
作

業
し
て
い
て
も
、
農
家
の
方
が
熱
中
症
に
な

る
、
と
い
う
の
は
あ
ま
り
聞
き
ま
せ
ん
よ
ね
。

金
子　

稲
作
を
活
性
化
す
る
に
は
、
や
っ
ぱ

り
皆
さ
ん
に
食
べ
て
い
た
だ
く
、
と
い
う
こ

と
も
大
切
な
ん
で
す
よ
ね
。
国
民
が
あ
と
一

膳
多
く
ご
は
ん
を
食
べ
て
く
れ
れ
ば
な
あ
、

と
い
つ
も
考
え
て
い
ま
す
。
私
の
講
演
活
動

な
ど
も
、
そ
う
い
っ
た
思
い
か
ら
行
っ
て
い

る
ん
で
す
よ
。

田
崎　

生
産
側
か
ら
消
費
者
に
ア
ピ
ー
ル
す

る
こ
と
も
大
切
で
す
ね
。

金
子　

そ
れ
か
ら
、
か
わ
ご
え
里
山
イ
ニ
シ

ア
チ
ブ
の
い
い
と
こ
ろ
は
、
お
米
を
育
て
る

と
き
に
田
ん
ぼ
の
生
き
物
を
と
て
も
大
切
に

し
て
い
る
と
こ
ろ
な
ん
で
す
。
土
壌
に
は
無

数
の
微
生
物
が
い
て
、
そ
の
詳
細
は
今
で
も

わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
未
知
の
生
物
た
ち
が
、

私
た
ち
が
口
に
す
る
も
の
を
、
育
て
て
く
れ

て
い
る
ん
で
す
ね
。

田
崎　

収
量
を
上
げ
て
、
少
し
で
も
多
く
の

農
作
物
を
販
売
す
る
と
い
う
こ
と
は
と
て
も

大
事
な
こ
と
で
す
。
一
方
、
私
た
ち
の
活
動

は
、
少
な
い
な
が
ら
も
土
壌
の
微
生
物
た
ち

が
育
て
る
こ
と
を
少
し
だ
け
手
助
け
し
て
、

で
き
た
お
米
を
い
た
だ
く
、
と
い
う
考
え
方

で
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
収
入
で
は
な
く
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
大
切
さ
を
も
う
一
度
考
え

る
活
動
と
し
て
行
っ
て
い
る
ん
で
す
。

│
│
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
か
ら
、
減
少
傾
向
に

あ
る
お
米
の
作
り
手
と
消
費
の
現
状
。
そ
れ

を
目
の
当
た
り
に
し
た
と
き
に
、
諸
問
題
に

立
ち
向
か
う
地
域
の
方
の
思
い
は
、
少
し
ず

つ
、
し
か
し
確
実
に
輪
を
広
げ
て
い
っ
て
い

る
。

江
戸
時
代
か
ら
続
く
商
業
都
市
、
川
越
。

そ
の
中
心
部
を
囲
む
の
は
、
大
き
く
広
が
る
農
業
地
帯
。

地
域
が
本
当
に
「
豊
か
」
で
あ
る
、
と
い
う
の
は

ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
。

お
米
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
に
、

稲
作
と
川
越
の
未
来
に
つ
い
て
聞
い
て
み
た
。

「
農
家
の
方
は
元
気
い
っ
ぱ
い

で
す
よ
。
お
米
を
た
く
さ
ん

食
べ
て
い
ま
す
か
ら
！
」

「
土
壌
の
微
生
物
た
ち
が
、

作
物
を
育
て
て
く
る
ん
で
す
」

かわごえ里山イニシア
チブ事務局長。川越市
内で主に稲作を通じた
地域を育むプロジェク
トを推進している。

株式会社金子商店専務取
締役。五つ星お米マイス
ター。講演活動などのほ
か、商品開発や関連書籍
の監修など国内だけでな
く海外でも活躍している。

本当の豊かさを知るために
川越の稲作と、その未来に込める思い。

かわごえ里山イニシアチブの活動風景。

今
こ
そ

農
業

対談

金
子
真
人

田
崎
愛
知
郎
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膨
大
な
研
究
デ
ー
タ
か
ら

生
ま
れ
る
お
い
し
い
キ
ュ
ウ
リ

　

私
た
ち
の
食
卓
に
か
か
せ
な
い
「
キ
ュ
ウ

リ
」。
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
は
い
つ
で

も
あ
る
、
こ
の
野
菜
を
研
究
し
続
け
て
い
る

会
社
が
あ
る
こ
と
を
ご
存
じ
だ
ろ
う
か
。

　

比
企
郡
吉
見
町
に
あ
る
株
式
会
社
と
き
わ

研
究
場
は
、
日
本
で
も
有
数
の
キ
ュ
ウ
リ
の

育
種
専
門
の
会
社
で
あ
る
。
昭
和
27
年
に
創

業
し
て
か
ら
、
昭
和
32
年
に
国
内
初
の
一
代

交
配
白
イ
ボ
キ
ュ
ウ
リ
の
育
種
に
成
功
。「
と

き
わ
」
と
命
名
発
表
以
来
、
現
在
で
は
約
50

種
以
上
の
品
種
を
扱
っ
て
い
る
。

「
胡
瓜
」
と
は
〝
遠
い
国
か
ら
来
た
瓜
〞
と

い
う
意
味
が
あ
る
と
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
も

と
も
と
は
大
陸
か
ら
入
っ
て
き
た
野
菜
で
あ

る
。
み
ず
み
ず
し
い
香
り
と
し
ゃ
き
し
ゃ
き

の
歯
ご
た
え
は
、
私
た
ち
の
も
っ
と
も
身
近

な
野
菜
の
一
つ
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
と
き
わ

研
究
場
と
は
、
品
種
開
発
を
と
お
し
て
キ
ュ

ウ
リ
の
さ
ま
ざ
ま
な
可
能
性
に
挑
み
続
け
て

い
る
会
社
で
あ
る
。

「
妥
協
は
許
さ
れ
な
い
」

ス
ト
イ
ッ
ク
な
品
種
開
発
の
現
場

「
現
在
の
農
家
の
現
状
は
、
以
前
か
ら
比
べ

て
ど
ん
ど
ん
変
化
し
て
き
て
い
ま
す
」
と
語

る
の
は
、
同
社
の
小
田
耕
司
社
長
。
昔
か
ら

家
族
で
営
ん
で
き
た
農
家
の
形
態
が
、
パ
ー

で
す
」

　

と
き
わ
研
究
場
で
は
、
60
年
以
上
の
開
発・

研
究
結
果
が
蓄
積
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
で

も
一
種
を
開
発
す
る
た
め
に
か
か
る
時
間
は

10
年
以
上
だ
と
い
う
。
場
内
の
広
大
な
ハ
ウ

ス
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
遺
伝
子
を
何
種
に
も
掛

け
合
わ
せ
た
キ
ュ
ウ
リ
の
株
を
60
種
以
上
育

て
、
病
気
へ
の
耐
性
、
実
の
付
け
方
、
色
や

味
、
形
な
ど
の
デ
ー
タ
を
毎
日
取
り
、
取
捨

選
択
を
行
っ
て
お
り
、
そ
こ
に
妥
協
は
決
し

て
許
さ
れ
な
い
。

「
メ
ー
カ
ー
と
し
て
は
当
然
、
そ
の
味
わ
い

を
重
要
視
し
ま
す
。
し
か
し
、
実
際
に
そ
の

キ
ュ
ウ
リ
を
作
る
と
き
に
育
て
る
の
が
難
し

い
品
種
だ
と
、
そ
も
そ
も
生
産
者
に
負
担
が

か
か
っ
て
し
ま
う
。
消
費
者
は
も
ち
ろ
ん
、

生
産
者
の
目
線
も
決
し
て
忘
れ
て
は
な
り
ま

せ
ん
」

野
菜
の
種
、見
た
こ
と
あ
り
ま
す
か
？

変
化
す
る
農
業
の
今
を
語
る

　

日
本
の
農
業
で
は
、
現
在
も
う
ひ
と
つ
の

変
化
が
起
き
て
い
る
。
そ
れ
は
「
苗
」
の
こ

と
。
種
を
ま
い
て
苗
を
作
る
こ
と
か
ら
始
め

る
こ
と
か
ら
、
専
門
の
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
程

度
育
て
ら
れ
た
苗
を
購
入
し
て
植
え
る
農
家

が
増
え
て
き
て
い
る
そ
う
だ
。
特
に
果
菜
と

言
わ
れ
る
キ
ュ
ウ
リ
、
ト
マ
ト
、
ナ
ス
、
ピ

ー
マ
ン
な
ど
は
、
す
で
に
苗
が
主
流
に
な
り

つ
つ
あ
る
と
い
う
。

キュウリの品種開発を
とおして見える
日本の農業の未来

interview 株式会社ときわ研究場

農家の取材を続けていて、ふと思ったこと。
「野菜の種はどこからくるの？」
おいしい野菜のすべてが詰まった、小さくて
無限の可能性を秘めた「種」。
その開発に情熱を注ぐ会社を訪問しました。

　

小
田
社
長
が
こ
の
業
界
に
入
っ
た
と
き
は
、

「
踏
み
床
育
苗
」
と
い
っ
て
、
野
菜
つ
く
り

の
一
番
大
切
な
苗
の
育
成
の
部
分
を
自
身
の

足
を
使
っ
て
行
っ
て
い
た
と
い
う
。
藁
と
水
、

足
で
踏
み
つ
け
る
圧
だ
け
で
熱
を
発
生
さ
せ
、

何
日
後
に
適
温
に
な
る
か
、
と
い
う
こ
と
を

計
算
し
な
が
ら
苗
床
を
作
る
と
い
う
繊
細
か

つ
重
要
な
工
程
。
そ
の
水
加
減
と
踏
み
加
減

は
、
も
は
や
経
験
値
と
勘
に
よ
る
も
の
だ
そ

う
。

「
種
に
は
野
菜
の
す
べ
て
が
つ
ま
っ
て
い
る

の
で
す
。
ど
ん
な
に
大
き
く
な
り
枝
を
伸
ば

す
野
菜
で
も
、
最
初
は
こ
ん
な
に
小
さ
な
種
。

品
種
開
発
を
し
な
が
ら
、
生
物
学
の
面
白
さ

を
常
に
感
じ
て
い
ま
す
」
と
い
う
小
田
社
長
。

時
代
が
変
わ
っ
て
い
く
こ
と
で
変
わ
っ
て
い

く
こ
と
は
仕
方
な
い
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、
無
限
の
可
能
性
を
秘
め
る
種
が
生

産
者
の
目
に
触
れ
な
い
こ
と
も
あ
る
、
と
い

う
現
状
に
は
寂
し
さ
も
感
じ
る
の
で
あ
る
。

も
し
か
す
る
と
野
菜
の
種
を
み
た
こ
と
の
な

い
人
も
多
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

す
べ
て
が
詰
ま
っ
た
小
さ
な
種
と

キ
ュ
ウ
リ
の
可
能
性
を
追
い
か
け
て

　

日
本
の
園
芸
が
急
成
長
し
出
し
た
の
は
、

こ
こ
60
年
の
こ
と
。
こ
の
短
い
間
に
、
野
菜

は
品
種
改
良
を
経
て
、
形
や
味
も
変
化
し
て

き
た
。
例
え
ば
ト
マ
ト
。
真
っ
赤
で
甘
い
ト

マ
ト
が
品
種
ご
と
に
並
ん
で
い
る
の
を
よ
く

見
か
け
る
が
、
ほ
ん
の
30
年
く
ら
い
前
ま
で
、

ト
マ
ト
は
も
っ
と
ピ
ン
ク
に
近
い
色
味
で
、

ゼ
リ
ー
状
の
部
分
も
多
か
っ
た
。
今
の
ナ
ス

に
ヘ
タ
部
分
の
棘
は
な
く
な
り
、
頭
か
ら
お

尻
に
か
け
て
色
が
薄
く
な
っ
て
い
た
キ
ュ
ウ

リ
は
今
で
は
す
べ
て
一
律
に
濃
い
緑
色
が
定

番
だ
。
す
べ
て
が
日
本
人
の
食
生
活
や
農
業

の
形
態
に
よ
る
品
種
開
発
で
生
ま
れ
た
、
新

し
い
野
菜
の
姿
だ
。
も
ち
ろ
ん
見
た
目
だ
け

で
な
く
、
味
の
基
準
も
変
化
し
て
い
る
と
い

う
。
そ
の
他
に
も
、
人
口
が
増
え
れ
ば
収
量

の
多
い
品
種
が
求
め
ら
れ
た
り
、
収
量
よ
り

も
質
感
に
こ
だ
わ
る
世
の
中
の
傾
向
が
あ
っ

た
り
と
、
種
苗
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
と
き
わ
研

究
場
は
常
に
生
産
者
、
消
費
者
の
ニ
ー
ズ
に

応
え
て
き
た
。

　

ま
た
同
社
で
は
、
家
庭
で
も
本
来
の
キ
ュ

ウ
リ
の
味
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
、
鉢
植

え
キ
ュ
ウ
リ
を
販
売
し
て
い
る
。
少
し
こ
ぶ

り
な
キ
ュ
ウ
リ
が
な
る
こ
の
鉢
植
え
は
、
食

育
の
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
10
年
前
の
発

売
か
ら
大
人
気
の
商
品
。
少
し
だ
け
青
臭
い

日
本
の
キ
ュ
ウ
リ
は
、
海
外
で
は
ほ
と
ん
ど

売
れ
る
こ
と
は
な
い
と
い
う
日
本
人
好
み
の

野
菜
の
ひ
と
つ
だ
と
い
う
。

●

　

あ
ま
り
に
も
身
近
で
当
た
り
前
の
よ
う
に

口
に
す
る
野
菜
。
時
代
に
あ
わ
せ
て
変
わ
り

続
け
る
生
産
者
と
消
費
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え

て
い
る
の
が
、
と
き
わ
研
究
場
の
よ
う
な
表

舞
台
に
出
る
こ
と
の
少
な
い
種
苗
メ
ー
カ
ー

だ
。
そ
の
研
究
開
発
を
支
え
る
ス
ト
イ
ッ
ク

な
精
神
と
最
先
端
の
技
術
が
、
私
た
ち
の
食

生
活
に
は
深
く
関
わ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

ときわ研究場の社長、小田耕司氏。

営業本部の吉田典明氏。キュウリ
の栽培指導で全国各地を飛び回る。

大人気の鉢植えキュウリは、約20本以上の実
が採れるそう。

株式会社ときわ研究場
〒355-0167
埼玉県比企郡吉見町田甲1087
0493-54-1155

ト
さ
ん
を
雇
う
な
ど
多
様
化
し
始
め
た
の
は
、

昭
和
60
年
頃
か
ら
と
言
わ
れ
て
い
る
そ
う
だ
。

花
、
ト
マ
ト
の
農
家
に
続
き
、
キ
ュ
ウ
リ
農

家
も
例
外
で
は
な
か
っ
た
。
農
家
で
の
雇
用

が
始
ま
る
と
、
今
ま
で
代
々
続
く
農
業
の
プ

ロ
だ
け
で
な
く
、
仕
事
の
た
め
に
農
業
に
初

め
て
従
事
す
る
人
が
種
ま
き
か
ら
収
穫
ま
で

関
わ
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

「
そ
う
な
っ
た
と
き
に
、
当
社
は
キ
ュ
ウ
リ

の
種
苗
メ
ー
カ
ー
と
し
て
、
組
織
化
し
て
土

地
を
広
げ
、
大
規
模
に
収
穫
を
す
る
方
法
、

一
方
で
は
小
さ
な
単
位
で
最
大
限
収
穫
を
す

る
方
法
を
、
各
農
家
の
方
に
提
供
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
畑
の
面
積
の
小
さ

い
人
は
、
そ
の
限
ら
れ
た
中
で
最
大
限
に
収

穫
し
た
い
で
し
ょ
う
し
、
大
き
な
畑
で
は
出

荷
を
考
え
て
時
期
を
ず
ら
し
て
も
同
じ
品
質

の
キ
ュ
ウ
リ
が
収
穫
で
き
る
よ
う
に
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
特
に
人
を
雇
っ
て

さ
ま
ざ
ま
な
人
が
農
業
に
か
か
わ
る
場
合
は
、

扱
い
や
す
い
品
種
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
の
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s p e c
i a l

僕
と

散
歩
と

気
ま
ま
な
レ
シ
ピ

　

僕
の
仕
事
場
は
、
狭
い
。
カ
ウ
ン
タ

ー
席
と
小
さ
な
部
屋
だ
け
で
、
い
っ
ぱ

い
に
な
っ
て
し
ま
う
店
。

　

何
が
ど
こ
に
あ
る
か
な
ん
て
、
も
う

目
を
つ
ぶ
っ
て
い
て
も
わ
か
る
く
ら
い
、

毎
日
の
ほ
と
ん
ど
を
こ
の
空
間
で
過
ご

す
。
今
夜
予
約
の
入
っ
て
い
る
お
客
さ

ん
を
思
い
浮
か
べ
な
が
ら
、
仕
込
み
を

す
る
午
後
三
時
。
カ
ラ
ン
、
と
音
が
し

て
、
野
菜
た
ち
が
顔
を
の
ぞ
か
せ
た
。

「
お
ま
た
せ
」

　

箱
い
っ
ぱ
い
の
初
夏
の
野
菜
を
カ
ウ

ン
タ
ー
に
置
く
の
は
、
い
つ
も
野
菜
の

配
達
を
お
願
い
し
て
い
る
鳴
河
さ
ん
だ
。

　

鳴
河
さ
ん
の
育
て
る
野
菜
は
、
生
産

者
の
思
い
が
野
菜
か
ら
こ
ぼ
れ
落
ち
る

く
ら
い
た
く
さ
ん
詰
ま
っ
て
い
て
、
そ

れ
は
も
う
ご
ち
そ
う
と
い
っ
て
も
過
言

で
は
な
い
く
ら
い
、
お
い
し
い
。

野
菜
た
ち
が
語
り
か
け
て
く
る
。

「
さ
あ
、
ど
ん
な
料
理
を
作
る
？
」

　

と
う
も
ろ
こ
し
に
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、

枝
豆
。
初
夏
に
ぴ
っ
た
り
の
レ
シ
ピ
が
、

次
々
と
思
い
浮
か
ぶ
。

　

さ
っ
と
作
れ
て
、
野
菜
の
味
を
楽
し

め
る
料
理
…
決
め
た
。 Daily Stand Copoli

川越市南通町 16-5
ヨシダビル 1F
080-5932-1650
17:00-24:00
火曜定休

染
谷 

悟

D
aily Stand C

opoli

【
第
三
回
】

最
高
の
野
菜
に
は
、

最
高
の
レ
シ
ピ
を
。

［材料］1人分
ジャガイモ…1個
ハーブ（なんでも）…適量
サワークリーム…50g
ＥＸバージンオイル…10cc
塩…少々　ブラックペッパー…少々

①ジャガイモを少し水でぬらして、電子
レンジで約 5分。やわらかくなったら皮
付きのまま5～6等分にスライスしておく。
②スライスしたジャガイモを、油をひか
ずにフライパンで焼く。両面に焼き色が
ついたら、ハーブをのせてオーブントー
スターでさらに軽く焼く。
③サワークリーム、EXオイル、塩をよく
混ぜてソースにし、ジャガイモにかける。
④仕上げにブラックペッパーをかける。

［材料］1人分
インゲン豆…4～ 6本
オクラ…3～ 5本
トマト…１個　　きゅうり…１本
ごぼう…1/2本　　たまねぎ…1個
白ワインビネガー…8～ 10cc
ＥＸバージンオイル…8～ 10cc　
塩…少々　　コショウ…少々

①インゲン豆は 1分半茹でる。オクラは
頭を下にして縦に半分に。トマトは 8等
分のくし切りに、きゅうりは乱切りに。
ごぼうはしっかり洗って、油をひかず焼
き色がつくまで焼く。
②たまねぎはあらみじん切りにして水に
浸し、辛味をとっておく。
③❶の野菜と❷のたまねぎをボールにい
れ、全体に塩とコショウをよくなじませ
たら、白ワインヴィネガー、EXオイルを
かけてよく混ぜる。

［材料］1人分
ジャガイモ…1個
枝豆…約 50g
牛乳…50cc
生クリーム…10cc
塩…適量
スパゲッティー（1.2mm）…80g
EXバージンオイル…10cc
ブラックペッパー…適量

①枝豆を 4分下茹でして豆だけにし、ミ
キサーで牛乳と一緒によく混ぜる。生ク
リームを加え濃さを調節し、塩で味をと
とのえる。
②たっぷりのお湯で表記時間より 30秒ほ
ど長めにスパゲッティーを茹でる。
③スパゲッティーを氷水でよく冷やし、
水気をよくきったら、❶のソースとあわ
せてできあがり。

ジャガイモのグリル ～ハーブ＆サワークリームソース～

夏の菜園風サラダ ～たまねぎのヴィネガーソース～

枝豆の冷製クリームソーススパゲッティー

ジャガイモの皮目の香ばしさと
さっぱりサワークリームのマリアージュ

ざっくり作るからこそ感じられる、野菜本来の
味と食感。さっぱりとほおばれる夏サラダ

枝豆の風味すべてを感じられる一皿。
冷やした白ワインにぴったり
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川
越
む
か
し
工
房 

代
表

藤
井
美
登
利

川 越 人人
k a w a g o e - j i n  i n t e r v i e w

第
三
回

kaw
agoe prem

ium

創
刊
に

深
く
か
か
わ
る
冊
子

「
小
江
戸
も
の
が
た
り
」
発
行
者
で
も
あ
り
、

埼
玉
県
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
携
わ
る

藤
井
美
登
利
さ
ん
の

川
越
へ
の
愛
に
溢
れ
る
お
話
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
＝
櫻
井
理
恵　
　

写
真
＝
須
賀
昭
夫　
　

撮
影
協
力
＝
山
屋

お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
見
た
風
景
を
、

そ
の
ま
ま
孫
が
見
ら
れ
る
。

川
越
は
そ
ん
な
町
だ
と
思
い
ま
す

│
│
さ
っ
そ
く
で
す
が
、
藤
井
さ
ん
は
も
と

も
と
東
京
の
ご
出
身
だ
そ
う
で
す
ね
。

◉
え
え
、
ず
っ
と
東
京
に
住
ん
で
い
て
、
学

校
も
世
田
谷
で
し
た
。
卒
業
し
て
か
ら
は
国

際
線
の
客
室
乗
務
員
と
し
て
勤
務
し
て
い
ま

し
た
。

│
│
川
越
へ
移
住
し
た
理
由
は
な
ぜ
で
す

か
？

◉
ち
ょ
う
ど
二
十
四
年
前
に
川
越
に
来
た
の

で
す
が
、
最
初
は
観
光
客
で
来
た
ん
で
す
。

そ
の
と
き
、
蔵
造
り
と
時
の
鐘
を
み
て
、
衝

撃
を
受
け
ま
し
た
。
主
人
も
旅
行
好
き
な
の

で
、
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
に
行
っ
て
い
ま
し

た
け
ど
、
こ
ん
な
町
並
み
が
い
ま
だ
に
残
っ

て
い
る
な
ん
て
、
本
当
に
び
っ
く
り
し
て
。

当
時
の
自
宅
は
浅
草
で
し
た
が
、
バ
ブ
ル
真

っ
盛
り
の
頃
で
、
フ
ラ
イ
ト
で
日
本
を
一
週

間
で
も
空
け
る
と
町
が
変
わ
っ
て
い
る
、
古

い
映
画
館
が
壊
さ
れ
て
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ビ
ル

に
な
っ
て
し
ま
う
よ
う
な
時
代
で
し
た
。
そ

こ
に
違
和
感
を
覚
え
て
い
た
の
も
事
実
で
す

ね
。

　

一
方
で
、
ロ
ン
ド
ン
に
行
く
と
、
お
じ
い

ち
ゃ
ん
や
ひ
い
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
頃
か
ら
あ

る
、
そ
れ
こ
そ
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ク
・
ホ
ー
ム
ズ

の
映
画
が
撮
影
で
き
そ
う
な
建
物
が
、
そ
の

ま
ま
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
妹
に
勧
め
ら
れ
て

川
越
に
き
た
と
き
、
な
ん
だ
か
安
心
感
が
あ

り
ま
し
た
。「
こ
の
時
の
鐘
は
絶
対
に
壊
さ

な
い
よ
ね
」
っ
て
い
う
（
笑
）。

│
│
川
越
に
移
住
し
た
と
き
は
、
ま
だ
子
育

て
真
っ
最
中
だ
っ
た
と
う
か
が
っ
て
お
り
ま

す
が
、
そ
ん
な
中
、「
小
江
戸
も
の
が
た
り
」

を
刊
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

◉
き
っ
か
け
は
町
内
新
聞
の
作
成
で
し
た
。

編
集
や
物
書
き
と
い
う
職
業
に
つ
い
た
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
で
も
古
く
か
ら
町
に
住
ん

で
い
る
方
の
お
話
を
聞
く
う
ち
に
、
ど
ん
ど

ん
川
越
の
こ
と
に
つ
い
て
興
味
が
出
て
き
て
、

「
小
江
戸
も
の
が
た
り
」
を
作
ろ
う
と
。
町

雑
誌
「
谷
根
千
」
の
森
ま
ゆ
み
さ
ん
に
も
応

援
し
て
い
た
だ
き
、
町
の
旦
那
衆
に
少
し
ず

「小江戸ものがたり」は13号まで
発行。一番街本の店太陽堂、紀伊國
屋書店川越店などで購入できる。現
在は不定期発行。
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川
越
か
ら
広
が
る

「
ひ
と
・
も
の
・
ま
ち
」
の

つ
な
が
り

つ
協
賛
を
お
願
い
し
な
が
ら
、
企
画
や
取
材

は
す
べ
て
自
分
ひ
と
り
で
や
っ
て
い
ま
し
た
。

自
分
の
読
み
た
い
も
の
は
自
分
で
作
る
し
か

な
か
っ
た
ん
で
す
ね
。
普
段
お
買
い
物
し
て

い
る
老
舗
や
、
芸
者
さ
ん
、
職
人
さ
ん
な
ど
。

い
つ
も
子
連
れ
で
、
ベ
ビ
ー
カ
ー
押
し
な
が

ら
訪
問
し
て
ま
し
た
よ
。

│
│
子
ど
も
連
れ
で
取
材
で
す
か
⁉

　

そ
の

バ
イ
タ
リ
テ
ィ
に
は
頭
が
下
が
り
ま
す
…

◉
子
ど
も
の
お
か
げ
で
町
に
と
け
こ
め
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
会
や
町
内
の
お
囃

子
に
入
れ
て
も
ら
っ
て
。
そ
う
い
っ
た
地
域

の
つ
な
が
り
が
し
っ
か
り
し
て
い
る
の
も
、

川
越
な
ら
で
は
で
す
よ
ね
。
皆
さ
ん
、
ご
自

宅
に
あ
る
古
い
写
真
な
ど
、
た
く
さ
ん
見
せ

か
？

◉
10
年
間
の
勤
務
で
三
回
ほ
ど
機
内
で
遭
遇

し
ま
し
た
よ
（
笑
）。 

本
当
に
か
っ
こ
よ
か

っ
た
！　

ク
ラ
プ
ト
ン
だ
け
で
は
な
く
、
ロ

ッ
ク
全
般
が
大
好
き
な
ん
で
す
。
本
当
に
い

い
思
い
出
で
す
。

│
│
し
と
や
か
に
着
物
を
お
召
し
に
な
っ
て

い
る
藤
井
さ
ん
か
ら
は
想
像
で
き
な
い
の
で

す
が
…

◉
私
の
今
の
テ
ー
マ
は
「
着
物
と
ロ
ッ
ク
」

と
い
っ
て
も
い
い
く
ら
い
で
す
よ
（
笑
）。

│
│
現
在
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
川
越
き
も
の
散
歩

の
代
表
も
勤
め
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

◉
勤
務
し
て
い
た
国
際
線
で
は
、
い
ろ
い
ろ

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
こ
の
ま
ま
埋
も
れ
さ

せ
て
し
ま
う
の
は
、
本
当
に
も
っ
た
い
な
い

な
あ
、
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
例
え
ば
、
本

丸
御
殿
が
タ
バ
コ
工
場
だ
っ
た
と
き
に
働
い

て
い
た
お
ば
あ
さ
ん
と
か
、
戦
前
の
女
性
パ

イ
ロ
ッ
ト
だ
っ
た
方
も
当
時
八
十
六
歳
で
お

元
気
で
し
た
し
、
最
後
の
川
越
藩
主
の
ひ
孫

の
方
も
ご
健
在
で
し
た
。
そ
う
い
う
方
に
生

の
声
で
き
け
る
タ
イ
ミ
ン
グ
だ
っ
た
ん
で
す

よ
ね
。

│
│
本
当
に
貴
重
な
お
話
を
ま
と
め
て
い
ら

っ
し
ゃ
た
の
で
す
ね
。

◉
郷
土
史
や
博
物
館
に
残
る
大
き
な
歴
史
と

は
違
う
、
暮
ら
し
の
中
の
小
さ
な
声
を
残
し

た
い
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
始
め
ま
し
た
。
だ

な
国
の
人
と
か
か
わ
り
ま
す
。
イ
ン
ド
の
人

は
サ
リ
ー
を
、
香
港
の
ク
ル
ー
は
チ
ャ
イ
ナ

服
を
着
る
な
ど
、
当
た
り
前
の
よ
う
に
目
に

す
る
な
か
で
、
ア
ジ
ア
の
民
族
衣
装
と
し
て

の
「
着
物
」
を
意
識
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

│
│
現
代
で
は
、
ど
う
し
て
も
着
物
、
と
い

う
と
身
構
え
て
し
ま
う
傾
向
に
あ
る
よ
う
な

気
も
し
ま
す
。

◉
そ
ん
な
こ
と
な
い
で
す
よ
。
着
物
は
い
つ

で
も
、
さ
く
っ
と
着
て
楽
し
む
も
の
だ
と
思

っ
て
い
ま
す
。
着
付
け
の
お
教
室
な
ど
も
あ

り
ま
す
が
、
と
り
あ
え
ず
実
際
に
ま
と
っ
て

み
る
こ
と
。
最
初
は
少
し
く
ら
い
着
方
が
間

違
っ
て
い
た
っ
て
、
き
っ
と
背
筋
が
シ
ャ
ン

と
し
て
、
気
持
ち
の
い
い
一
日
が
過
ご
せ
ま

す
。

│
│
毎
月
十
八
日
に
行
わ
れ
て
い
る
「
き
も

の
の
日
」
も
、
そ
ん
な
カ
ジ
ュ
ア
ル
な
感
じ

で
参
加
し
て
も
い
い
の
で
す
か
？

●

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
中
、kaw

agoe prem
ium

を

創
刊
す
る
際
に
、「
小
江
戸
も
の
が
た
り
」

の
よ
う
な
ま
な
ざ
し
で
今
の
川
越
を
記
録
し

て
い
き
た
い
、
と
考
え
て
い
た
こ
と
を
お
伝

え
し
ま
し
た
。
藤
井
さ
ん
か
ら
は
「
こ
れ
か

ら
も
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
応
援
い
た
だ

き
ま
し
た
。

●
藤井美登利
東京生まれ。観光で訪れた川越を気に
入り、移住。川越むかし工房を設立し、
町雑誌「小江戸ものがたり」を発行。
東京国際大学非常勤講師、NPO法人川
越きもの散歩代表。埼玉県共助仕掛人
として県内の市民活動コーディネート
に携わっている。

か
ら
、
基
本
的
に
聞
き
書
き
に
し
て
い
ま
し

た
。
資
料
は
た
く
さ
ん
あ
る
け
れ
ど
、
自
分

の
耳
で
聞
い
た
こ
と
を
、
ダ
イ
レ
ク
ト
に
伝

え
た
か
っ
た
ん
で
す
。

│
│
と
こ
ろ
で
、
国
際
線
の
客
室
乗
務
員
と

し
て
活
躍
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
が
、

そ
の
職
業
に
つ
い
た
理
由
が
あ
る
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
に
会
い
た
か
っ
た
か
ら
、
と
伺
い
ま
し

た
が
…

◉
そ
う
な
ん
で
す
！　

ず
っ
と
エ
リ
ッ
ク
・

ク
ラ
プ
ト
ン
の
大
フ
ァ
ン
で
、
ど
う
し
て
も

会
い
た
く
て
、
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
エ
ア
ウ

ェ
イ
ズ
に
入
っ
た
ん
で
す
。

│
│
ま
さ
か
、
本
当
に
会
え
た
の
で
し
ょ
う

川
越
人人

k
a
w
a
g
o
e
-jin

 in
te
rv
ie
w

藤井さんが大好きな旧織物市場に、
三國連太郎さんがいらっしゃったと
きの写真

『埼玉きもの散歩  絹の記憶と手
仕事を訪ねて』
藤井美登利 著　斉藤美春 撮影
さきたま出版会 2016 年
（一般書店にて販売中）

水色がさわやかな川越唐桟の着物で
微笑む藤井さん

ブリティッシュ・エアウェイズ
客室乗務員時代

◉
も
ち
ろ
ん
で
す
。
二
十
八
日
の
成
田
山
別

院
の
蚤
の
市
で
も
、
私
が
案
内
す
る
き
も
の

散
歩
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
着
物
を
身
近
な

生
活
ス
タ
イ
ル
の
ひ
と
つ
と
し
て
感
じ
て
も

ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

│
│
2
0
1
6
年
春
に
は
、
川
越
だ
け
で
な

く
埼
玉
全
域
に
目
を
向
け
た
『
埼
玉
き
も
の

散
歩
│
絹
の
記
憶
と
手
仕
事
を
訪
ね
て
』
を

上
梓
さ
れ
ま
し
た
。

◉
は
い
。
こ
の
本
は
、
い
ま
ま
で
の
私
の
活

動
の
集
大
成
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
着
物
だ

け
で
な
く
、
伝
統
工
芸
が
私
た
ち
の
生
活
か

ら
少
し
ず
つ
遠
ざ
か
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
現

代
、
も
う
一
度
そ
の
土
地
に
根
付
く
人
々
の

思
い
を
感
じ
て
も
ら
え
た
ら
、
と
思
っ
て
い

ま
す
。
ま
ち
づ
く
り
に
関
わ
る
人
や
、
あ
ま

り
他
の
本
で
は
紹
介
さ
れ
て
い
な
い
工
房
な

ど
も
訪
ね
て
い
ま
す
の
で
、
新
し
い
埼
玉
の

魅
力
も
発
見
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

│
│
さ
っ
そ
く
着
物
を
き
て
出
か
け
た
く
な

る
よ
う
な
、
素
敵
な
本
で
す
ね
。

　

本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

日
本
人
の
民
族
衣
装

と
し
て
の
「
着
物
」
を

日
々
の
生
活
に
取
り
入
れ
て



川
越
の
若
旦
那

大
集
合
！
kawagoe
waka-danna
collection

鈴
木

貴
恭

大
野

丈
往

suzuki takayuki

ohno  tom
ohisa

町
を
歩
け
ば
、
親
し
み
と
期
待
を
込
め
て

「
若
旦
那
！
」と
声
を
か
け
ら
れ
る
。

川
越
の
こ
れ
か
ら
を
背
負
う
11
人
の
若
旦
那
、

ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

文=

櫻
井
理
恵　
　

写
真=

須
賀
昭
夫　

竹
之
内
祐
幸

kawagoe premium 創刊号に掲載されたお父さ
んと同じ立ち位置で撮影した、福呂屋の若旦那
の鈴木さん。世代交代真っ最中のお店では、日々
新しいことにチャレンジしている。好きなミュ
ージシャンはもちろん「川越クリアーズ！」

有限会社大野農場（鉄板懐石オオノ、ミオ・カ
ザロ）の雑用係。元は車のセールスマンだった
若旦那。一人一人のお客さまを大切にするお店
作りを目指している。いつもにこにこ笑顔だが、
大野さん曰く「性格はドS！」。ちなみに、好き
なお肉は？「牛肉です（笑）」
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鈴
木

弘
樹

中
田

純
平

suzuki hiroki

nakata junpei

まさに若旦那！ 粋に着物を着こなすのは、ク
レアモールにある呉服店つるやの専務取締役、
鈴木弘樹さん。商売をする上で「感謝」の言葉
を絶対に忘れず、お客様に期待され、信頼され
る店づくりを目指している。家では二人のお子
さんと遊ぶのが大好きで、趣味はビリヤード。

川越を代表する蔵造りで店舗を営む、陶舗やま
わの若旦那。青森県出身の中田さん、今では川
越の歴史や町並み、お祭りも大好きに。商店街
のイベントにも積極的に参加し、場を盛り上げ
てくれるムードメーカーだ。休日は公園で日光
浴をしているそう。

kawagoe
waka-danna
collection
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櫻
井

良
樹

松
本

勇
一

sakurai  yoshiki

m
atsum

oto yuichi

株式会社櫻井印刷所の総務管理部。元は印刷現
場のオペレーターだった。会社でもプライベー
トでも、あまり動じることのないマイペースな
性格。趣味は車や機械いじりで、家にはあらゆ
る工具がそろっている。一番街周辺でよく見か
けることが多い若旦那。

松本醤油商店の専務取締役。自由気ままな松本
さん、電化製品などモノ系の雑誌を見ながら、
買えない電化製品の妄想に耽るのが好き。好き
な言葉は、責任感を漂わせながらあやふやにか
わす「たぶん絶対！」。ウィットに富んだ川越
大好きな五代目だ。

kawagoe
waka-danna
collection
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須
賀

昭
夫

須
賀

栄
治

相
曽

雄
太

suga akio

suga eiji

aiso yuta

川越で一番有名な兄弟といっても過言ではない
のでは？ 町を歩けば必ず声がかかるこのおふた
りは、大正浪漫夢通りで古くから営業をしてい
るスガ人形店のご兄弟。兄の昭夫さんは川越内
外で活躍するフォトグラファー。スガ人形店は
弟の栄治さんが現在店主として盛り立てている。

明治から続く花屋、有限会社花鐵の店長。老若
男女関係なく仲が良く、人とのつながりが深い
川越が大好きで、一度も川越から出たいと思っ
たことがないそう。一度凝り出すと止まらない
性格の相曽さん、最近はDIY やアウトドアに
もはまり中。

kawagoe
waka-danna
collection
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小
谷
野

和
統

大
野

裕
太

koyano kazunori

ohno yuta

オフィス機器・家具・文具の総合商社、株式会
社フカワビジネスで代表取締役専務を務める小
谷野さん。会社は今年で創業110年！ 次の100
年へ向けて様々なビジョンを描いている、若き
ビジネスマンだ。さわやかで明るく、社員の方
からも信頼されている四代目。

高坂のこども動物自然公園をこよなく愛する大
野さん、実は古くから続く蕎麦屋「尾張屋」を
継ぎながら、飲食店の「copoli」「pique nique」
を展開する実業家でもある。川越のイベントで
もちょくちょくお見かけする若旦那だ。

kawagoe
waka-danna
collection
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も
っ
と
知
り
た
い
！

若
旦
那
。

街
で
よ
く
見
か
け
る
若
旦
那
た
ち
に
、

い
ろ
い
ろ
と
質
問
し
て
み
ま
し
た
。

お父様について一言
仕事もプライベートもいろ
いろ協力してもらっていま
す。またゴルフに行きまし
ょう。
好きな食べ物は？
梅干、ビール。
趣味は？
車いじり。
最近困っていることは？
妻が食べ過ぎなこと。

櫻
井
良
樹 

1
9
8
2
年
7
月
19
日
生

お父様について思うこと
父のいいところは良い意味
で頑固じゃないところ。

ご自身の性格は？
親父譲りの頑固じゃなさ（笑）

今後の展望は？
蕎麦屋は伝統的なファスト
フード。いつもお客様の身
近な存在であり続けたい。

趣味は？
競馬。

好きな食べ物は？
らかんもち。

お父様へ一言
「お客様」。この言葉を何
度聞いたかわかりません。
お客様があって店がある。
そのことに感謝して、精一
杯お客様のために働くこと
を今でも毎日学んでいます。

好きなマンガは？
ワンピース、梟の城、ドラ
えもん、三国志、ナルト。

おすすめのお店は？
うりずんの風。美味しいし、
気を遣わない。

大
野
裕
太 

1
9
8
5
年
1
月
23
日
生

鈴
木
弘
樹 

1
9
6
7
年
10
月
2
日
生

お父様について一言
頑固で、一直線で、職人気
質で、わがままで、人の言
うことを聞かなくて、勢い
があってかっこいい。

好きな本は？
吉川英治著「宮本武蔵」。

おすすめのお店は？
バー・ヘリオドール。心を
落ち着かせる時間を与えて
くれる。

好きな言葉は？
一期一会余剰残心！

両親について思うことは？
明治から約130年、店を続
けてくれたことに感謝。仕
事をしている父母をみて育
ってきたので、実際に自分
が働き出してますます両親
の偉大さに気づきました。
どれだけ頑張っても越せな
い大きな存在です。

好きな食べ物は？
カレー、ハンバーグ、焼き鳥、
冷ややっこ（子どもが好む
食べ物が好き）。

大
野
丈
往 

1
9
7
9
年
2
月
1
日
生

相
曽
雄
太 

1
9
8
0
年
8
月
6
日
生

お父様について一言
自分の考えをしっかりもっ
ており、尊敬できる。
会社の今後の展望は？
次の100年に向けて事業継
承すること、地域とお客様、
社員の幸せのために会社を
発展させていきたいと思い
ます。
趣味は？
野球、ゴルフなど。
好きな食べ物は？
好き嫌いがなく、食べるこ
とが大好きです。

お父様について一言
「勤労感謝の日」も黙々と
働く父に「なぜ働く人が感
謝される日にまで働くの
か？」と問うと、「働けるこ
とに感謝する日だろ！」と
答えた父。子供ながらにイ
ンパクトありました。
座右の銘は？
「義を志す」
好きなマンガは？

80年代のジャンプ。
おすすめのお店は？
松華飯店。餃子世界一。

小
谷
野
和
統 

1
9
8
2
年
7
月
29
日
生

松
本
勇
一 

1
9
7
5
年
1
月
9
日
生

お父様について一言
職人気質で誠実な人。毎日
お菓子を造ることで、続け
ることへの意味や大切さを
教えてくれます。
好きな雑誌は？

BRUTUSなどよく読みます。
好きな言葉は？
志高く！
今後お店の展望は？
世代交代中なのでまずは父
を安心させ、そして自分の
計画を形にしていきたい。

お父様について一言
仕事は実家と異なりますが、
代々川越で信用を得てきて
くれたおかげで何かと助か
っています！
好きなアーティストは？
バスキア、ウォーホル、ミロ、
ダリ、ピカソ。
好きな言葉は？
人生成り行き（立川談志）。
好きな食べ物は？
ステーキ、寿司、ハンバー
ガー、ホットドッグ、他。

鈴
木
貴
恭 

1
9
8
2
年
11
月
9
日
生

須
賀
昭
夫 

1
9
6
7
年
6
月
6
日
生

祖父母について思うこと
白いスーツに、白い靴、白
い帽子にステッキ姿で歩い
ていた祖父、数々の商品を
提案し続けた創業の祖母。
大戦中米穀商から人形屋へ
転身したバイタリティーは
永遠に追いつけません。
自身の性格は？
大雑把と緻密の共存型。
好きなミュージシャンは？
山下達郎。
趣味は？
カラオケ！

お父様へ一言
何事にも真 に向き合って
くださりありがとうござい
ます。まだ学び足りない事
が多々ありますので、これ
からも宜しくお願いします。
好きな食べ物は？
みょうが。
おすすめのお店は？

Daily stand copoli。特に自家
製ベーコンがおすすめ。
自身の性格は？
マイペース。

須
賀
栄
治 

1
9
7
0
年
5
月
7
日
生

中
田
純
平 

1
9
8
3
年
2
月
1
日
生
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tenori
川越市小仙波町3-3-5
090-9042-3483
不定期オープン（HPをご確認ください）
http://tenori.jp/

tenori
テノリ

tobibako
トビバコ

k a w a g o e

小鳥のようにかわいらしい声の持ち
主、仲世古由香さん。

センス抜群の雑貨のレイア
ウト。ブローチやカトラリ
ー、ペーパーアイテムのほ
か、京都のコーヒー店から
仕入れるカフェオレベース
なども人気。

　

喜
多
院
近
く
に
あ
る
雑
貨
店

tenori

は
、
店
主
の
仲
世
古
さ
ん

の
お
気
に
入
り
が
た
く
さ
ん
詰
ま

っ
た
お
も
ち
ゃ
箱
の
よ
う
な
雑
貨

店
。
小
さ
く
て
す
て
き
な
あ
れ
こ

れ
が
、
シ
ン
プ
ル
な
内
装
の
店
内

に
そ
っ
と
置
か
れ
て
い
る
。
作
家

の
思
い
や
ス
ト
ー
リ
ー
を
感
じ
ら

れ
る
か
ら
こ
そ
、
商
品
は
て
い
ね

い
に
扱
っ
て
、
な
る
べ
く
長
く
使

っ
て
く
れ
る
方
へ
お
嫁
に
出
し
た

い
、
と
い
う
仲
世
古
さ
ん
。
関
西

出
身
で
、
川
越
に
引
っ
越
し
て
き

て
か
ら
約
8
年
。
生
ま
れ
は
歴
史

深
い
奈
良
県
で
、
ゆ
っ
た
り
し
た

時
間
が
流
れ
る
川
越
に
は
シ
ン
パ

シ
ー
を
感
じ
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。

雑
貨
店
を
営
む
き
っ
か
け
に
な
っ

た
の
は
、
現
在
店
舗
と
な
っ
て
い

る
建
物
に
出
会
っ
た
こ
と
。
昔
は

や
ぐ
ら
も
あ
り
、
町
内
の
消
防
団

が
使
用
し
て
い
た
そ
う
。
当
時
倉

庫
に
な
っ
て
い
た
と
こ
ろ
を
借
り

受
け
て
、
オ
ー
プ
ン
か
ら
少
し
ず

つ
改
装
を
重
ね
、
仲
世
古
さ
ん
自

身
に
ぴ
っ
た
り
の
空
間
が
で
き
あ

が
っ
た
。
近
所
に
住
む
常
連
さ
ん

の
ほ
か
、
遠
方
は
中
国
・
四
国
地

方
か
ら
も
訪
れ
る
ひ
と
が
い
る
と

い
うtenori

。
ゆ
っ
た
り
と
し
た

時
間
の
流
れ
る
店
内
で
、
優
し
く

て
心
地
よ
い
午
後
の
時
間
を
楽
し

み
た
い
。

お気に入りの雑貨を
そっと手のひらに乗せて

tobibako
川越市三光町16-3
11:30-15:00（L.O.14:30）
17:30-23:00（L.O.22:30）
火曜、水曜夜定休

黒板に書かれたメニューに、
どれにしようかしばし迷う。
ひとりで来ても楽しめるよ
う、リーズナブルな小皿料
理も充実。

　

メ
イ
ン
の
通
り
か
ら
少
し
入
っ

た
と
こ
ろ
に
あ
り
、
一
見
カ
フ
ェ

バ
ー
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
実
は

定
食
が
充
実
し
た
地
元
の
ひ
と
に

は
と
び
き
り
う
れ
し
い
お
店
だ
。

昼
の
ラ
ン
チ
は
日
替
わ
り
も
含
め

る
と
常
時
7
〜
8
種
類
。
男
性
で

も
し
っ
か
り
と
お
腹
を
満
た
せ
る

量
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
値
段
は

7
0
0
円
と
か
な
り
リ
ー
ズ
ナ
ブ

ル
だ
。
ま
た
、
夜
と
も
な
れ
ば
、

充
実
し
た
ア
ル
コ
ー
ル
を
楽
し
み

に
、
仕
事
帰
り
に
ふ
ら
り
と
立
ち

寄
る
近
所
の
人
も
多
い
。
さ
ら
に

驚
く
の
は
メ
ニ
ュ
ー
の
数
。
黒
板

に
書
い
て
あ
る
メ
ニ
ュ
ー
は
小
皿

の
も
の
か
ら
肉
料
理
、
魚
料
理
と

種
類
が
豊
富
だ
が
、
実
は
こ
の
メ

ニ
ュ
ー
も
ほ
ぼ
日
替
わ
り
。
季
節

の
お
い
し
い
食
材
あ
り
き
で
考
え

る
の
で
、
多
い
数
を
出
せ
な
い
メ

ニ
ュ
ー
も
あ
る
が
、
毎
日
来
て
も

新
し
い
味
が
楽
し
め
る
。
内
容
は

和
風
も
洋
風
も
あ
り
。
そ
の
時
々

で
決
め
て
い
る
の
だ
と
か
。
な
か

で
も
評
判
の
メ
ニ
ュ
ー
に
は
、
1

年
ご
し
の
再
登
場
を
待
っ
て
い
る

ひ
と
も
い
る
そ
う
。
ち
ょ
っ
と
不

思
議
な
雰
囲
気
の
店
内
は
オ
ー
ナ

ー
の
高
橋
さ
ん
夫
妻
の
お
う
ち
で

も
て
な
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
身
近

な
感
じ
で
、
つ
い
つ
い
腰
を
落
ち

着
け
て
し
ま
う
の
だ
。

オーナーの高橋さん夫妻。のんびり
が大好きなおふたり。

毎日食べたい！
新スタイルの定食屋さん

文 =櫻井理恵　写真 =中里楓　SPAIS
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WINE STAND PON !
川越市仲町5-7
049-224-2626
13:00-20:00
月曜定休

WINE STAND PON!
ワインスタンド ポン

いつでも会いにいきたくなる、気さ
くな店主の佐藤かなこさん。

ラクレット・オン・ザ・バ
ゲットは一番人気おつまみ。
専用のトースターを使って、
目の前で焼いてくれる。

　

仲
町
の
交
差
点
近
く
に
あ
る
ワ

イ
ン
ス
タ
ン
ド
P
O
N
!
は
、

昼
過
ぎ
か
ら
オ
ー
プ
ン
し
て
い
る
、

お
酒
好
き
に
は
う
れ
し
い
お
店
だ
。

店
主
の
佐
藤
か
な
こ
さ
ん
は
、
ワ

イ
ン
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
資
格
も
所

有
。
プ
ロ
の
目
で
見
極
め
ら
れ
た

ワ
イ
ン
は
常
時
1
2
0
本
以
上
を

ス
ト
ッ
ク
し
て
あ
り
、
そ
の
日
の

天
気
や
お
客
さ
ん
の
好
み
に
合
わ

せ
て
い
ろ
い
ろ
な
種
類
を
お
す
す

め
し
て
い
る
。
フ
ラ
ン
ス
や
イ
タ

リ
ア
の
ワ
イ
ン
は
も
ち
ろ
ん
、
バ

ス
ク
地
方
の
シ
ー
ド
ル
な
ど
一
風

変
わ
っ
た
セ
レ
ク
ト
も
人
気
の
秘

密
。
ラ
ク
レ
ッ
ト
（
ス
イ
ス
の
ウ

ォ
ッ
シ
ュ
チ
ー
ズ
）
や
殻
付
き
の

マ
カ
ダ
ミ
ア
ナ
ッ
ツ
な
ど
、
季
節

ご
と
に
変
わ
る
お
つ
ま
み
も
楽
し

み
の
ひ
と
つ
。
都
内
の
ワ
イ
ン
シ

ョ
ッ
プ
や
服
飾
関
係
の
仕
事
を
経

て
、
地
元
川
越
で
お
店
を
ひ
ら
い

た
佐
藤
さ
ん
。
古
い
建
物
を
改
装

し
て
約
1
年
、
7
席
の
カ
ウ
ン
タ

ー
は
い
つ
も
常
連
さ
ん
で
い
っ
ぱ

い
だ
。「
気
軽
に
ワ
イ
ン
を
楽
し

ん
で
も
ら
え
れ
ば
」
と
の
思
い
か

ら
、
単
純
な
響
き
で
、
コ
ル
ク
を

抜
く
音
の
よ
う
な
「
ポ
ン
！
」
と

い
う
店
名
に
。
佐
藤
さ
ん
と
カ
ウ

ン
タ
ー
越
し
の
会
話
を
楽
し
み
な

が
ら
、
た
ま
に
は
昼
か
ら
ワ
イ
ン
、

い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

こんなお店を待っていた！
昼からたしなむおいしいワイン

pizzeria PINO
川越市川越市幸町3-7
ランチ 11：30-15：00
ディナー 17：00-21：30
水曜定休
（予告なく変更になる場合があります）

pizzeria PINO
ピッツェリア ピノ

「地元のひとに味わってほしい」と
店主の篠崎亮太さん。

自身で手がけた窯は制作に
約 1ヶ月。そのときの炎の
状態や内部の温度によって、
ピザの焼き加減を見極める

「
う
ま
い
」。
P
I
N
O
の
ピ
ザ
を

一
口
食
べ
れ
ば
思
わ
ず
で
て
く
る

一
言
だ
。
三
日
間
熟
成
さ
せ
た
生

地
を
特
注
の
大
理
石
の
台
の
上
で

伸
ば
し
、
具
を
乗
せ
て
か
ら
釜
の

中
に
い
れ
る
ま
で
の
流
れ
る
よ
う

な
工
程
に
は
目
を
見
張
る
ほ
ど
。

店
主
の
篠
崎
亮
太
さ
ん
は
、
多
く

の
飲
食
店
を
経
験
し
て
2
0
1
5

年
の
冬
に
P
I
N
O
を
オ
ー
プ
ン

さ
せ
た
。
大
谷
石
の
台
の
上
に
レ

ン
ガ
千
個
を
積
み
上
げ
、
自
身
で

作
っ
た
ナ
ポ
リ
式
の
窯
で
焼
く
ピ

ザ
は
約
27
セ
ン
チ
と
大
満
足
の
サ

イ
ズ
。
窯
・
炉
床
の
温
度
は
4
5
0

度
が
適
温
で
、
常
に
温
度
管
理
や

薪
の
補
充
が
欠
か
せ
な
い
。
ナ
ポ

リ
で
は
ピ
ザ
は
市
民
の
ソ
ウ
ル
フ

ー
ド
と
言
わ
れ
て
お
り
、
川
越
で

も
気
軽
に
本
格
的
な
ピ
ザ
を
楽
し

ん
で
も
ら
い
た
い
、
と
い
う
篠
崎

さ
ん
。
ナ
ス
の
マ
リ
ネ
を
乗
せ
た

「
メ
ラ
ン
ツ
ァ
ー
ネ・
ビ
ア
ン
カ
」

や
4
種
の
イ
タ
リ
ア
産
チ
ー
ズ
に

蜂
蜜
が
お
い
し
い
「
ク
ワ
ト
ロ
フ

ォ
ル
マ
ッ
ジ
」
な
ど
、
常
時
約
8

種
の
ピ
ザ
が
味
わ
え
る
。
ひ
と
り

で
店
を
ま
か
な
っ
て
い
る
た
め
お

客
さ
ん
に
少
し
待
っ
て
も
ら
う
こ

と
も
あ
る
が
、
篠
崎
さ
ん
の
真
摯

な
姿
勢
に
見
合
っ
た
極
上
の
ピ
ザ

は
、
じ
っ
く
り
と
味
わ
う
価
値
が

あ
る
逸
品
と
い
え
る
。

そのこだわりに脱帽
若き職人の本格ピザ

k a w a g o e
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塚
稲
荷
の
前
を
行
く
と
こ
ろ
を
描
い
た
も
の

で
す
。
こ
れ
は
喜き

多た

町
に
住
む
絵
師
の
江
野

楳ば
い

雪せ
つ

（
一
八
一
二

─

七
三
）
が
書
い
た
も
の

で
す
。

　

こ
の
石
原
の
さ
さ
ら
獅
子
舞
は
、
江
戸
時

代
初
期
の
慶
長
十
二
年
（
一
六
〇
七
）
か
ら

始
ま
り
、そ
の
後
寛
永
十
一
年
（
一
六
三
四
）、

川
越
藩
主
酒
井
忠
勝
が
若
狭
国
小
浜
へ
転
封

に
な
る
際
に
、
三
頭
の
獅
子
頭
の
う
ち
二
頭

を
携
え
た
た
め
に
、
一
時
中
断
し
た
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
、
七
五
年
後
の
宝
永
六
年
（
一

七
〇
九
）
高
沢
町
の
旧
家
で
名
主
で
も
あ
る

井
上
家
が
獅
子
頭
を
奉
納
し
た
こ
と
で
再
興

さ
れ
て
現
在
も
続
い
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
伝
承
の
た
め
、
今
で
も
石
原

町
か
ら
高
沢
橋
を
越
え
て
、
元
町
二
丁
目
の

井
上
家
（
現
井
上
医
院
）
の
前
で
獅
子
舞
が

披
露
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

六
塚
稲
荷
の
由
来
に
つ
い
て
、
川
越
十
か

町
の
一
つ
鍛
冶
町
（
現
幸
町
）
の
名
主
で
あ

っ
た
中
島
孝
昌
が
、享
和
元
年（
一
八
〇
一
）

に
記
し
た
『
武
蔵
三
芳
野
名
勝
図
会
』
と
い

う
地
誌
に
そ
の
由
来
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。

古
来
武
蔵
国
は
不
毛
の
地
で
、
任
命
さ
れ
た

国
司
が
数
百
万
の
田
ん
ぼ
を
開
発
す
る
と
き

に
、
入
間
郡
内
で
荒
れ
た
六
つ
の
丘
を
開
発

し
て
、
祠
を
立
て
て
稲
荷
を
祀
っ
た
。
そ
の

後
、
太
田
道ど
う

真し
ん

（
太
田
道ど
う

灌か
ん

の
父
、
と
も
に

川
越
城
を
築
城
）
が
、
川
越
の
地
に
城
を
置

く
と
き
に
、
六
つ
の
丘
の

う
ち
五
つ
を
壊
し
て
、
残

っ
た
も
の
が
こ
の
「
六
丘

稲
荷
社
」
と
記
し
て
い
ま

す
。

　

こ
の
真
偽
は
さ
て
お
き
、

享
保
十
三
年
（
一
七
二

八
）
の
史
料
（
市
立
中
央

図
書
館
蔵
・
岡
村
一
郎
氏

収
集
文
書
）
に
よ
れ
ば
、

「
稲
荷
之
宮
」
が
五
二
坪

分
あ
り
、
以
前
か
ら
高
沢

町
で
管
理
し
た
こ
と
が
記

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
高
沢
橋
は
、
志し

多た

町
に
か
か
る
東
明
寺
橋
と

と
も
に
、
川
越
町
の
出
入

口
で
、
こ
の
絵
の
右
隅
に

描
か
れ
て
い
る
よ
う
に
木

戸
が
置
か
れ
た
地
で
も
あ

り
ま
し
た
。
木
戸
の
た
も

と
に
は
、
番
人
の
い
る
小
屋
が
置
か
れ
、
そ

の
脇
に
は
、
梯は
し

子ご

や
鳶
口
・
纏ま
と
いな
ど
の
火
消

し
道
具
が
備
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
石
原
町
か

ら
高
沢
橋
を
越
え
て
川
越
城
下
を
臨
む
と
こ

ろ
に
あ
っ
た
の
が
、
ま
さ
に
こ
の
六
塚
稲
荷

で
あ
り
ま
し
た
。

　

絵
に
描
か
れ
て
い
る
松
は
、
現
在
残
っ
て

お
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
六
塚
稲
荷
は
川
越
の

ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
し
て
、
今
も
昔
も
川
越
に

来
る
人
た
ち
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。

子
屋
横
丁
の
側
に
か
か
る
橋
の
名
前

を
皆
さ
ん
は
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

高
沢
橋
と
呼
ば
れ
る
こ
の
橋
は
、
現
在
の
元

町
二
丁
目
の
旧
町
名
で
あ
る
高
沢
町
に
ち
な

み
付
け
ら
れ
た
も
の
で
す
。
明
治
四
十
三
年

（
一
九
一
〇
）
の
水
害
で
橋
が
流
さ
れ
る
前

に
は
、
石
で
作
ら
れ
た
通
称
眼
鏡
橋
が
こ
こ

に
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
橋
の
た
も
と
に
あ
る

の
が
六
塚
稲
荷
で
す
。

　

高
沢
町
は
川
越
十
か
町
の
一
つ
で
、
札
の

辻
か
ら
見
て
西
側
に
あ
り
、
本
町
と
と
も
に

古
く
か
ら
の
町
の
一
つ
で
し
た
。
町
名
の
由

来
は
、
竹
沢
九
郎
と
い
う
人
が
開
発
し
て
竹

沢
町
だ
っ
た
の
が
、
い
つ
の
頃
よ
り
か
「
た

か
さ
は
」
と
呼
ば
れ
、
高
沢
町
と
書
か
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
と
、『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』

と
い
う
江
戸
幕
府
が
編
纂
し
た
地ち

誌し

に
記
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

右
下
の
絵
は
、
石
原
町
で
行
わ
れ
た
獅
子

舞
の
行
列
が
高
沢
橋
を
越
え
て
、
現
在
の
六

石原のささら獅子舞図（井上誠一郎氏蔵）

川 越
四 方 山 話

第
四
回

高た

か

沢ざ

わ

町
の

六む

つ

塚づ

か

稲
荷 

文=
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館 

宮
原
一
郎

菓

川越市立博物館　川越市郭町2-30-1　tel. 049-222-5399　午前9：00～午後5：00（入館午後4：30まで）
月曜休館（休日の場合は翌休）　※入館料はHPを参照下さい。　http://museum.city.kawagoe.saitama.jp/

池田屋本店
川越市元町2-7-3
049-223-0354
9：30～売り切れまで
月曜定休

⇒ 店主の池田初枝さん、池田屋さんの
　 おだんごの特長はなんですか？

「当店のおだんごは、川越産の
米粉のみを使っています。なめ
らかすぎず、歯ごたえのあると
ころが特長です。毎朝四時半か
らおだんごを丸めていますよ！」

池田屋本店さんの

「焼きだんご」

　

い
っ
た
い
こ
こ
の
焼
き
だ
ん
ご
を
、

今
ま
で
に
何
本
食
べ
た
こ
と
だ
ろ
う
？

香
ば
し
い
お
醤
油
の
香
り
に
、
近
く
を

通
れ
ば
立
ち
止
ま
ら
ず
に
は
い
ら
れ
な

い
。

　

昭
和
63
年
か
ら
元
町
二
丁
目
で
お
だ

ん
ご
を
売
っ
て
い
る
池
田
屋
本
店
。
明

治
か
ら
昭
和
35
年
ま
で
、
飴
の
製
造
業

を
営
ん
で
い
た
。
少
し
お
店
を
お
休
み

し
て
、
お
だ
ん
ご
屋
さ
ん
を
始
め
て
か

ら
28
年
。
今
で
は
多
い
と
き
で
6
0
0

本
以
上
を
一
日
で
販
売
し
て
い
る
と
い

う
。
連
日
賑
わ
う
菓
子
屋
横
丁
、
観
光

客
が
買
っ
て
い
る
の
か
な
？  

と
思
い

き
や
、
一
番
の
上
得
意
は
、
近
所
の
人

た
ち
。
ち
ょ
っ
と
し
た
手
土
産
や
、
職

場
へ
の
差
し
入
れ
、
家
で
の
子
ど
も
の

お
や
つ
な
ど
、「
や
っ
ぱ
り
お
だ
ん
ご

は
池
田
屋
さ
ん
だ
よ
ね
！
」
と
い
う
根

強
い
フ
ァ
ン
が
多
い
の
だ
。

　

一
番
人
気
は
も
ち
ろ
ん
醤
油
の
お
だ

ん
ご（
1
本
60
円
）だ
が
、
三
温
糖
と
生

の
こ
し
あ
ん
の
み
を
使
っ
た
や
さ
し
い

甘
さ
の
餡
だ
ん
ご（
1
本
70
円
）も
捨
て

が
た
い
。
気
取
ら
な
い
シ
ン
プ
ル
な
お
だ

ん
ご
、
き
っ
と
や
み
つ
き
に
な
り
ま
す
。

住
ん
で
る
ひ
と
こ
そ
買
い
に
く
る
、

川
越
で
し
か
手
に
入
ら
な
い
逸
品
を

紹
介
し
ま
す

いつものください！
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友
だ
ち
と
わ
い
わ
い
騒
ぐ
の
も
い
い
。

女
子
会
や
合
コ
ン
だ
っ
て
楽
し
い
。
で

も
ふ
と
気
づ
い
た
と
き
、
自
分
ひ
と
り

の
時
間
が
無
性
に
恋
し
く
な
る
瞬
間
が

あ
る
。
そ
ん
な
と
き
、
自
然
と
足
が
向

く
の
は
、
ク
レ
ア
モ
ー
ル
を
見
下
ろ
す

ビ
ル
の
一
角
に
あ
る
バ
ー
・
ス
ケ
ア
ク

ロ
ウ
。
こ
の
店
名
に
は
、「
か
か
し
」
と

い
う
意
味
が
あ
る
。
ず
っ
と
バ
ー
カ
ウ

ン
タ
ー
で
立
ち
仕
事
を
し
て
き
た
マ
ス

タ
ー
な
ら
で
は
の
ウ
ィ
ッ
ト
に
富
ん
だ

ネ
ー
ミ
ン
グ
だ
。
内
装
も
自
ら
手
が
け
、

ず
っ
と
こ
ん
な
と
こ
ろ
で
飲
ん
で
い
た

い
、
と
思
え
る
店
作
り
を
し
て
き
た
。

「
バ
ー
は
贅
沢
を
し
に
く
る
と
こ
ろ
で

す
か
ら
」と
い
う
マ
ス
タ
ー
。
2
0
1
1

年
の
開
店
以
来
、
ず
っ
と
通
う
常
連
さ

ん
も
多
い
。
い
う
ま
で
も
な
く
ド
リ
ン

ク
も
充
実
し
て
い
る
が
、
決
ま
っ
た
メ

ニ
ュ
ー
か
ら
選
ぶ
よ
り
マ
ス
タ
ー
と
相

談
し
て
そ
の
と
き
の
気
分
に
ぴ
っ
た
り

の
も
の
を
選
び
た
い
。
広
々
と
し
て
贅

沢
な
し
つ
ら
え
の
空
間
、
繊
細
な
グ
ラ

ス
で
差
し
出
さ
れ
る
美
し
い
カ
ク
テ
ル
。

シ
ガ
ー
を
く
ゆ
ら
す
常
連
さ
ん
を
隣
に
、

ほ
ん
の
少
し
の
緊
張
感
を
感
じ
な
が
ら

お
酒
を
嗜
む
時
間
は
、
何
物
に
も
代
え

が
た
い
大
人
の
楽
し
み
だ
。

Bar SCARECROW

お
酒
を
嗜
む
こ
と
に

特
化
し
た
場
所

大
人
の
空
間
に

足
を
踏
み
入
れ
る
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三
芳
町
の
い
も
街
道
に
あ
る
オ
イ
モ

カ
フ
ェ
は
、
む
さ
し
野
自
然
農
場
の
野

菜
が
思
い
切
り
味
わ
え
る
人
気
店
。
農

場
の
敷
地
内
に
あ
り
、
使
っ
て
い
る
野

菜
や
ハ
ー
ブ
も
ほ
と
ん
ど
が
農
場
の
も

の
だ
。
オ
ー
ナ
ー
の
武
田
浩
太
郎
さ
ん

は
、
実
家
で
も
あ
る
こ
の
農
場
で
農
業

を
営
み
な
が
ら
、
カ
フ
ェ
経
営
を
学
ぶ

た
め
の
専
門
学
校
に
通
い
、
2
0
1
2

年
に
オ
イ
モ
カ
フ
ェ
を
オ
ー
プ
ン
さ
せ

た
。
直
売
所
に
や
っ
て
く
る
お
客
さ
ん

の
た
め
に
お
い
し
い
コ
ー
ヒ
ー
と
野
菜

を
味
わ
え
る
カ
フ
ェ
を
作
っ
た
が
、
い

つ
し
か
噂
が
噂
を
呼
び
、
い
ま
や
連
日

予
約
で
い
っ
ぱ
い
の
有
名
店
に
。
古
く

か
ら
あ
る
納
屋
を
改
築
し
た
店
内
は
、

裏
の
竹
林
を
眺
め
な
が
ら
ゆ
っ
た
り
落

ち
着
け
る
雰
囲
気
。
メ
ニ
ュ
ー
は
野
菜

を
中
心
に
ラ
ン
チ
プ
レ
ー
ト
や
ス
イ
ー

ツ
も
オ
リ
ジ
ナ
ル
を
考
案
。
と
り
わ
け

武
田
さ
ん
の
お
母
さ
ん
直
伝
の
さ
つ
ま

い
も
サ
ラ
ダ
に
は
多
く
の
フ
ァ
ン
が
い

る
そ
う
。
数
年
前
か
ら
は
フ
ジ
ロ
ッ
ク

に
も
出
店
し
、
埼
玉
県
の
さ
つ
ま
い
も

の
お
い
し
さ
を
広
く
知
っ
て
も
ら
う
活

動
も
行
う
。
農
業
の
プ
ロ
が
お
届
け
す

る
カ
フ
ェ
で
、
も
う
一
度
本
当
の
野
菜

の
味
に
触
れ
て
み
よ
う
。

OIMO cafe

本
当
の
野
菜
の
味
を

知
り
た
い
ひ
と
へ

農
家
が
経
営
す
る

大
人
気
カ
フ
ェ

川
越day

&
nig

ht
昼
に
く
つ
ろ
ぎ

夜
を
た
し
な
む

文=

櫻
井
理
恵

写
真=

中
里
楓

　
　
　

熊
谷
昭
典
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a.一番人気のランチプレート（ドリンク
セットで 1,100円）は野菜がたっぷり。
金時の天ぷらにいも餅、玄米ごはんなど
盛りだくさん　b.インテリアもかわいい 
c.ゆったりと落ち着ける店内　d.レジ前
では野菜の販売も　e.ハーブも自家製 
f.和気あいあいのスタッフ　

OIMO Cafe

入間郡三芳町上富287
090－2729－5236
11:00－18:00
月・火曜定休

Bar SCARECROW

川越市新富町2－4－2
049－225－4055
19:00－5:00
日曜定休

a.本格的なシガーも楽しめる　b.生の苺
を使ったジンベースのオリジナルカクテ
ル　c.暗めで雰囲気のある店内に、炎が
ゆらめく　d.その日の気分にあったお酒
を楽しむ　e.あらゆるの人の好みに対応
できるように充実したアルコール類

a a

c cd

b

e f

d

b

e d a yn i g h t
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prem
ium
 inform

ation川越在住の作曲家・ピアニスト山田隆
広氏が贈る、美しい音楽に包まれるひ
ととき。初めて彼の音楽に触れたき、
私は確かに芸術の息吹を感じることが
できた。休日の午後、情熱の波間にき
らめく繊細で軽やかな響きにきっと時
を忘れることだろう。
（kawagoe premium編集長 櫻井理恵）

クラシックを身近に感じられるレクチャー
付の第一部と、コンチェルトリサイタルの
二部制です。
チケット販売や空席状況など、詳しくはウ
ェスタ川越総合案内または 049-225-4563
までお問合わせください。

編
集
後
記

next issue

2016年9月発行予定
kawagoe premium 5

特集 1

旅する唐桟
特集 2

ほんとに川越？！
──素敵な専門店
特集 3

手古舞のお支度。
Special 

cinema! cinema! cinema!
連載 newcomer
 川越 day & night
 川越四方山話
 川越人
 僕と散歩と気ままなレシピ
 いつものください！

etc.

ついに４号、発行からちょうど一
回りした今号は、奮発気味のペー
ジ数になりました。車、農業、若
旦那と、いつにも増してたくさん
の方々にご協力いただき、本当に
感謝しております。特に農業では
市内から飛び出て取材をし、川越
という町がいかに周辺地域に支え
られているかということを知りま
した。メディアへの露出も増えて
どんどん有名になる川越に喜びを
感じつつ、kawagoe premiumは

ちょっとだけ違う角度から、「川越
の今」を記録していければいいな
と思っております。

◤

山田隆広
作曲家・ピアニスト。埼玉県立川越高校卒業。
国立音楽大学アドヴァンストピアノコース
修了。アーティストへの楽曲提供、コンサ
ート主催のほか、音楽教育者としても独自
のレッスンを展開している。 
http://clair-piano.com/

山田隆広  ピアノリサイタル
平成28年9月4日［日］
ウェスタ川越
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